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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 

●第２回議会定例会� P2～5

●議 会 だ よ り� P7～9

●新しい先生紹介�P14・15

●第２回議会定例会� P2～6

●議 会 だ よ り� P7～9

●新しい先生紹介� P14・15 元気良く「はい!!」
16人が新１年生　奈古小学校 

元気良く「はい!!」
16人が新１年生　奈古小学校 



　平成２２年度予算などを審議する平成２２年第２回阿武町議会定例会が、３月４日～１９日までの会期
１６日間で開かれ、提出議案３０件、発議１件、推薦１件、全員協議会での報告５件ほか１件が、いず
れも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。定例会冒頭での中村町長の施策方針、
新年度予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。 

第２回議会定例会第２回議会定例会 
３月４日～３月４日～１８日 

平成22年度　当初予算が成立 平成22年度　当初予算が成立 
第２回議会定例会 
３月４日～１９日 

 

中村秀明町長 
　
歴
史
的
な
政
権
交
代
に
よ
り
、
昨

年
９
月
に
民
主
党
を
中
心
と
し
た
鳩

山
内
閣
が
発
足
し
て
、
早
５
カ
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
大
型
の
景
気
・
雇
用
・
生
活
対

策
等
が
あ
る
程
度
功
を
奏
し
、
景
況

は
上
向
い
て
い
る
と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方
に
は
実
感
が

乏
し
く
、
デ
フ
レ
懸
念
な
ど
、
不
安
材
料
が
山
積
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町
で
は
基
本
構
想
に
基

づ
く
、
阿
武
町
基
本
計
画
の
後
期
５
カ
年
計
画
を
策
定
中
で
、
基

本
構
想
に
定
め
る
「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
未
来
に
ひ
ろ

が
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

３
つ
の
視
点
に
立
つ
中
で
、
今
後
は
「
安
全
安
心
」、「
エ
コ
」、

温
暖
化
対
策
を
含
む
「
地
球
環
境
保
護
」、「
地
産
地
消
」、「
地

域
主
権
」、
ま
た
、「
新
し
い
公
共
」
や
「
人
材
の
活
用
」
等
が
キ

ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
本
年
は
、
記
念
す
べ
き
町
制
施
行
５５
周
年
で
す
。
こ
の
間
、
本

町
は
着
実
な
発
展
を
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、「
小
さ
く
て
も
個
性
が
光
る
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
、
本
年
度
も
積
極
的
に
各
種
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
認
識
し
、
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
 

　
こ
の
様
な
中
、
産
業
対
策
で
は
、
第
３
期
と
な
る
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
野
沢
の
下

溝
地
区
の
可
動
堰
の
改
修
、
柳
尾
の
危
険
た
め
池
の
堤
体
切
開
、

土
の
排
水
路
整
備
、
伊
豆
上
の
た
め
池
改
修
、
筒
尾
の
堤
が
浴
の

た
め
池
改
修
の
た
め
の
測
量
試
験
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
道
の
駅
の
振
興
で
は
、
第
３
セ
ク
タ

ー
方
式
で
法
人
を
設
立
、
指
定
管
理
制

度
を
活
用
し
、
新
た
な
支
配
人
の
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
健
全
で
発

展
性
の
あ
る
再
出
発
を
目
指
し
ま
す
。
 

　
暮
ら
し
の
対
策
で
は
、
旧
宇
田
小
学

校
校
舎
を
活
用
し
た
地
域
交
流
・
高
齢

者
福
祉
複
合
施
設
ひ
だ
ま
り
の
里
内
に
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
を
設
置

し
、
ま
た
障
害
の
あ
る
方
々
が
地
域
と
交
流
し
生
産
活
動
を
行
う

拠
点
と
し
て
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
積
極
的
に
支
援
し

ま
す
。 

　
生
活
環
境
対
策
で
は
、
路
線
バ
ス
、
町
営
バ
ス
、
簡
易
通
院
車

両
、
外
出
支
援
車
両
等
を
含
め
た
町
民
の
足
の
あ
り
方
、
確
保
に

つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
町
道
汐
入
野
地
線
、

町
道
岩
坪
八
保
線
の
道
路
整
備
・
改
良
・
拡
幅
や
歩
道
の
設
置
、

下
笹
尾
の
町
道
栃
原
広
乙
線
の
落
石
防
護
工
事
、
宇
田
郷
地
区
を

中
心
に
町
道
の
舗
装
補
修
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
上
水
道
の
給
水
区
域
以
外
の
家
庭
の
井
戸
水
等
の
水
質

検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
宇
田
郷
中
央
消
防
器

庫
の
新
築
に
続
き
、
奈
古
浦
消
防
器
庫
の
整
備
、
福
賀
分
団
の
消

防
車
両
の
更
新
や
水
利
の
充
実
等
を
行
い
ま
す
。
 

　
定
住
促
進
対
策
で
は
、「
交
流
か
ら
滞
在
へ
、
滞
在
か
ら
定
住

へ
」
を
合
い
言
葉
に
、
阿
武
町
の
良
さ
、
魅
力
を
町
の
内
外
に
伝

え
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
等
や
町
営
住
宅
の
建
設
や
分
譲
宅

地
の
造
成
を
引
き
続
き
行
い
、
空
き
家
等
の
斡
旋
事
業
を
積
極
的

に
進
め
、
都
市
部
等
か
ら
の
移
住
者
を
高
齢
化
が
進
む
各
集
落
へ

受
け
入
れ
、
地
域
の
活
力
の
向
上
を
高
め
る
阿
武
町
型
の
定
住
対

策
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
阿
武
町
の
フ
ァ
ン
、
サ
ポ
ー
ト
町
民
を

獲
得
す
る
た
め
、
阿
武
町
出
身
者
に
働
き
か
け
、
町
出
身
者
の
組

織
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
奈
古
小
学
校
及
び
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
を
来
年
２

月
中
の
完
成
を
目
指
し
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
 

　
住
民
参
画
対
策
で
は
、
自
治
会
制
度
へ
の
移
行
が
完
了
し
、
今

後
は
各
自
治
会
が
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
強
化
、
自
主
防
災
組
織
等
の
設
立
や
自
治
会
相
互
の
連
携
組
織

の
育
成
も
図
り
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
、
引
き
続
き

町
内
３
地
区
で
実
施
し
、
出
前
ト
ー
ク
、
町
政
出
前
講
座
な
ど
も

要
請
に
応
じ
実
施
し
ま
す
。
 

　
新
年
度
は
、
一
層
の
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
各
種
施
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
執
行
す
る
一
方
で
、
不
断

の
行
政
改
革
を
断
行
し
、
町
政
運
営
を
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

地域交流・高齢者福祉 
複合施設ひだまりの里 

平成22年度　町長の施策方針 
「安全安心」、「エコ」、温暖化対策を含む「地球環境保護」、「地産地消」、 

「地域主権」、「新しい公共」や「人材の活用」等がキーワード 

し
た
 

み
ぞ
 

一般会計　25億9.400万円（10.7％減） 
特別会計　14億2,103万円（5.6％減） 
総　　額　40億1,503万円（9.0％減） 

一般会計　25億9.400万円（10.7％減） 
特別会計　14億2,103万円（5.6％減） 
総　　額　40億1,503万円（9.0％減） 

せ
き
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①
明
日
に
つ
な
ぐ
活
力
あ
る
 

　
産
業
づ
く
り
 

　
農
業
関
係
で
は
、
県
営
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
、
柳

尾
た
め
池
の
提
体
切
開
を
含
め
た

下
流
域
の
排
水
路
改
修
や
、
飯
谷

地
区
の
農
道
改
良
に
係
る
測
量
、

伊
豆
上
た
め
池
改
修
等
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
３
期
対

策
の
始
ま
る
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
事
業
は
、
２
期
対
策
の
実
績

を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
面
積
維
持
を
基
本
に
、
引
き
続

き
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

◎
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

　
業
　
　
　
（
１
６
５
０
万
円
）
 

◎
下
溝
地
区
河
川
工
作
物
応
急
対

　
策
事
業
　
（
３
２
３
２
万
円
）
 

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

　
　
　
　
　
（
４
２
４
９
万
円
）
 

　
水
産
業
関
係
で
は
、
魚
介
類
の

生
息
場
所
と
し
て
重
要
な
沿
岸
域

の
藻
場
や
干
潟
の
保
全
、
回
復
な

ど
に
取
り
組
む
漁
業
者
等
の
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
漁
業
者
等
が

行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
海
藻

種
苗
の
生
産
・
投
入
、
食
害
生
物

の
駆
除
等
、
各
種
保
全
活
動
に
対

し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
補
助

を
行
い
ま
す
。
 

◎
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援

　
事
業
　
　
　
　
　
（
８５
万
円
）
 

         　
道
の
駅
阿
武
町
を
活
力
あ
る
道

の
駅
に
再
生
し
、
道
の
駅
全
体
を

一
体
的
に
管
理
し
、
経
営
力
の
強

化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
設
立
さ

れ
る
第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
新
会

社
に
、
駅
内
各
施
設
の
管
理
運
営

を
委
託
し
ま
す
。
 

◎
道
の
駅
阿
武
町
第
３
セ
ク
タ
ー

　
指
定
管
理
委
託
事
業
 

　
　
　
　
　
（
１
０
３
０
万
円
）
 

②
み
ん
な
で
支
え
る
安
心
な
 

　
暮
ら
し
づ
く
り
 

　
暮
ら
し
の
対
策
と
し
て
は
、
ま

ず
健
や
か
な
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
育
て
る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
妊
婦
健
康
診
査
及
び
乳
児

健
康
診
査
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
が
、
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
生
き
生
き
と
生

活
で
き
、
住
民
が
障
害
の
あ
る
方

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
日
中
の
活
動
の
場
と
し

て
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
で
一
人
暮
ら
し
又
は
夫
婦
の

み
の
世
帯
の
方
で
、
一
時
的
に
独

立
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の

あ
る
方
が
入
居
し
、
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
旧
宇
田
小
学

校
を
改
修
し
整
備
し
た
、
複
合
施

設
の
一
つ
で
あ
る
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
運
営
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

◎
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
 

　
　
　
　
　
　
（
４
１
２
万
円
）
 

         ◎
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
事
業
 

　
　
　
　
　
　
（
６
６
１
万
円
）
 

         ③
住
み
よ
い
快
適
な
 

　
環
境
づ
く
り
 

　
交
通
関
係
で
は
、
町
営
バ
ス
や

生
活
路
線
バ
ス
の
確
保
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
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阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
２５
億
９
４
０
０
万
円
と
な
り
、

昨
年
度
か
ら
３
億
１
２
０
０
万
円（
１０
・
７
％
）の
減
額
で
す
。
こ
れ
は
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
事
業
や
福
賀
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
耐
震
改
修
事
業
の
事
業
完
了
が
大
き
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
８
つ
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
予
算
総
額
も
４０
億
１
５

０
３
万
８
０
０
０
円
と
な
り
、
３
億
９
６
０
５
万
８
０
０
０
円（
９
・
０

％
）の
減
額
で
す
。
平
成
２１
年
度
国
の
経
済
危
機
対
策
等
に
よ
り
、
平

成
２１
年
度
予
算
に
計
上
し
た
事
業
の
う
ち
、
奈
古
小
学
校
改
築
事
業
を

は
じ
め
１４
事
業
が
、
平
成
２２
年
度
へ
繰
越
と
な
り
、
繰
越
事
業
を
含
め

た
実
質
的
な
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
対
前
年
度
比
８
億
２
２
０
９

万
３
０
０
０
円（
２８
・
３
％
）増
の
３７
億
２
８
０
９
万
３
０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
と
施
策

の
重
点
化
に
視
点
を
置
い
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
平

成
２２
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
阿
武
町
の
基
本
計
画
「
元
気
！
あ

ぶ
町
！
５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
 

※
◎
事
業
名
　
（
　
）内
の
金
額
は
今
年
度
予
算
額
 

福賀野沢・下溝地区の 
可動堰の改修 

障害者の活動拠点となる 
地域活動支援センター 

旧宇田小学校を改修し運 
営される生活支援ハウス 

 

歳入 歳出 

平成２２年度会計別予算状況 平成２２年度一般会計歳入歳出予算状況 
予算総額25億9400万円 町債 

8.5% 64.6% 
35.4% 
13.9% 
1.7% 
1.9% 
0.0% 
14.0% 
1.0% 
2.2% 
0.6% 

100.0%

2,594,000 
1,421,038 
558,013 
68,667 
77,092 
305 

560,800 
41,752 
90,139 
24,270 

4,015,038

当初予算額 構成比（％） 金　額 伸長率（％） 
平成22年度 前年度との比較 

△312,000 
△84,058 
△36,193 

176 
△3,193 

0 
38,702 
1,894 

△84,491 
△953 

△396,058

△10.7% 
△5.6% 
△6.1% 
0.3% 
△4.0% 
0.0% 
7.4% 
4.8% 

△48.4% 
△3.8% 
△9.0%

国保（事業勘定） 
国保（直診勘定） 
後期高齢  
老人保健  
介護保険  
簡易水道  
農業集落  
漁業集落  

 

一般会計 
特別会計 

区　　分 

合　　計 

町税 
11.4%

地方譲与税 
1.2%

議会費1.2%

総務費 
16.6%

民生費 
22.1%

労働費0.1%

衛生費 
6.2% 
 

農林水産業費12.0% 
 

商工費1.7%

土木費 
13.0%

消防費 
4.6%

教育費 
7.6%

公債費14.5% 
 

予備費0.4%

地方消費税 
交付金1.0% 
 自動車取得 
税交付金0.4% 
 

地方交付税 
57.4%

地方特例 
交付金0.1% 
 

分担金及び 
負担金0.8%

使用料及び 
手数料2.0% 
 

国庫支出金 
8.6%

県支出金 
7.0%

財産収入 
0.3%

繰入金0.1%
諸収入1.2%

※少額項目は表示を省略 

単位：千円 

平
成
２２
年
度
予
算
及
び
主
要
施
策
の
概
要
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道
路
整
備
関
係
で
は
、
奈
古
の

美
里
・
水
ケ
迫
周
辺
か
ら
Ｊ
Ｒ
を

跨
ぎ
国
道
に
通
じ
る
、
町
道
汐
入

野
地
線
の
バ
イ
パ
ス
新
設
工
事
を

引
き
続
き
実
施
。
福
賀
の
町
道
岩

坪
八
保
線
の
道
路
改
良
も
早
期
完

成
に
向
け
事
業
を
進
め
ま
す
。
 

　
環
境
衛
生
関
係
で
は
、
新
た
に

水
道
の
給
水
区
域
外
の
世
帯
を
対

象
に
、
飲
料
水
の
安
全
を
確
認
す

る
た
め
の
水
質
検
査
を
実
施
す
る

ほ
か
、
現
行
の
萩
清
掃
工
場
の
老

朽
化
に
伴
い
、
平
成
２７
年
供
用
開

始
予
定
の
清
掃
工
場
を
運
営
す
る

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
に

建
設
事
業
の
一
部
負
担
を
含
む
事

務
委
託
を
行
い
ま
す
。
 

　
消
防
関
係
で
は
、
消
防
力
維
持

の
た
め
福
賀
分
団
管
理
の
普
通
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
す
る
ほ

か
火
災
時
に
有
効
に
活
用
で
き
る

消
防
水
利
の
充
実
を
図
る
た
め
、

防
火
水
槽
へ
の
給
水
栓
設
置
、
消

火
栓
の
増
設
及
び
嵩
上
げ
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
２１
年
度
繰
越
事
業

で
、
奈
古
第
二
分
団
の
消
防
器
庫

を
奈
古
浦
の
ど
ろ
ん
こ
広
場
の
一

角
に
新
築
す
る
ほ
か
、
雪
害
に
よ

り
屋
根
の
腐
食
が
進
ん
で
い
る
の

う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
屋
根
の
補
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
 

◎
町
道
汐
入
野
地
線
バ
イ
パ
ス
整

　
備
事
業（
１
億
７
５
５
０
万
円
） 

◎
町
道
汐
入
野
地
線
道
路
改
良
事

　
業
　
　
　
（
１
５
２
５
万
円
）
 

       ◎
町
道
岩
坪
八
保
線
道
路
改
良
事

　
業
　
　
　
（
４
７
０
０
万
円
）
 

◎
萩
・
長
門
清
掃
工
場
事
業
委
託

　
事
業
　
　
（
３
４
４
７
万
円
）
 

◎
普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備

　
事
業
　
　
（
１
９
３
２
万
円
）
 

◎
奈
古
浦
消
防
器
庫
新
築
事
業
 

　
（
平
成
２１
年
度
繰
越
）
 

　
　
　
　
　
（
２
１
６
０
万
円
）
 

       ◎
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
屋
根
補
修

　
事
業
（
平
成
２１
年
度
繰
越
）
 

　
　
　
　
　
（
２
３
０
０
万
円
）
 

       

④
と
も
に
築
く
 

　
定
住
の
ま
ち
づ
く
り
 

　
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き

続
き
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
充
実

さ
せ
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

受
け
入
れ
促
進
の
た
め
、
国
や
県

が
主
催
す
る
フ
ェ
ア
等
に
も
積
極

的
に
参
加
し
町
の
P
R
を
行
う
と

と
も
に
、
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

積
極
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
阿
武
町
の
良
さ
、
魅
力

を
伝
え
阿
武
町
へ
の
移
住
の
足
が

か
り
と
な
る
よ
う
阿
武
町
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
と
連
携

し
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
を

昨
年
度
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。 

◎
公
営
住
宅
建
設
事
業
 

　
　
　
　
　
（
１
６
０
０
万
円
）
 

   

 

     ⑤
い
き
い
き
と
 

　
未
来
に
輝
く
人
づ
く
り
 

　
２１
年
度
繰
越
事
業
で
、
老
朽
化

が
進
み
耐
震
基
準
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
奈
古
小
学
校
校
舎
や
、

同
じ
く
老
朽
化
の
進
む
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
築
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
ス

ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
に

よ
る
２１
世
紀
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し

い
教
育
環
境
の
整
備
を
目
的
に
、

阿
武
中
学
校
及
び
福
賀
小
学
校
太

陽
光
発
電
施
設
設
置
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
同
じ
く
繰
越
事
業
で
、

塩
害
等
で
屋
根
等
が
腐
食
し
て
い

る
宇
田
ふ
れ
あ
い
体
育
館
の
屋
根

等
の
補
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
２３
年
１０
月
開
催
予

定
の
「
お
い
で
ま
せ
!
や
ま
ぐ
ち

国
体
」
に
向
け
て
、
阿
武
町
で
は

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

障
害
者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
引

き
受
け
る
た
め
、
会
場
予
定
地
の

整
地
や
芝
生
の
植
生
な
ど
準
備
作

業
を
実
施
し
ま
す
。
 

◎
奈
古
小
学
校
改
築
事
業
（
平
成

　
２１
年
度
繰
越
） 

　
　
　
（
６
億
７
１
４
７
万
円
）
 

      　
 

◎
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
（
平

　
成
２１
年
度
繰
越
）
 

　
　
　
（
１
億
３
１
６
７
万
円
）
 

◎
阿
武
中
学
校
・
福
賀
小
学
校
太

　
陽
光
発
電
施
設
設
置
事
業
（
平

　
成
２１
年
度
繰
越
） 

     　
　
　
　
　
（
３
９
９
０
万
円
）
 

◎
ふ
れ
あ
い
体
育
館
屋
根
補
修
事

　
業
（
平
成
２１
年
度
繰
越
）
 

　
　
　
　
　
（
３
１
０
０
万
円
）
 

◎
山
口
国
体
事
業（
４
５
９
万
円
） 

       ⑥
連
携
の
き
ず
な
が
広
が
る
 

　
し
く
み
づ
く
り
 

　
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
す

る
た
め
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
今
年
度
も
３
地
区
で
開
催
す
る

ほ
か
、
要
望
に
応
じ
て「
出
前
ト

ー
ク
」、「
町
政
出
前
講
座
」を
行

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
と
自
治
会
の
新
た
な

協
働
の
し
く
み
づ
く
り
の
た
め
、

自
治
会
に
対
し
て
、
町
政
の
協
力

活
動
に
対
す
る
「
町
政
協
力
交
付

金
」
や
自
治
会
が
自
主
的
に
行
う

各
種
活
動
に
対
す
る
「
集
落
彩
生

交
付
金
」
を
交
付
し
ま
す
。
 

◎
自
治
会
総
合
交
付
金
事
業
 

　
　
　
　
　
　
（
９
５
７
万
円
）
 

のうそんセンター 
奈古浦消防器庫建設 
予定地のどろんこ広場 町道汐入野地線 

昨年の田舎ぐらし 
体験ツアー 

改築中の奈古小学校 

宇田ふれあい体育館 
国体予定地 
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本
定
例
会
一
般
質
問
に
は
、
２

人
の
方
か
ら
次
の
５
つ
の
質
問
が

あ
り
町
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。 

◆
質
問
者
及
び
内
容 

清
水
教
昭
議
員 

○
第
１
次
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

　
て 

○
観
光
事
業
の
推
進
と
維
持 

○
教
育
現
場
の
取
組
み
と
文
化
財

　
管
理
に
つ
い
て 

河
野
幸
彦
議
員 

○
阿
武
町
の
将
来
像
と
地
域
資
源

　
の
活
用
に
つ
い
て 

○
道
の
駅
「
あ
ぶ
町
」
の
安
心
、

　
安
全
に
つ
い
て 

　
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

７
ペ
ー
ジ
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。 

阿
武
町
農
村
情
報
連
絡
（
防
災
行

政
無
線
）
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

　
こ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
を 

        

し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
の
、
再

送
信
子
局
等
の
増
設
に
伴
う
条
例

の
一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
地
域
交
流
・
高
齢
者
福
祉

複
合
施
設
ひ
だ
ま
り
の
里
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例 

　
旧
宇
田
小
学
校
校
舎
を
改
修

し
、
地
域
交
流
・
高
齢
者
福
祉
複

合
施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

阿
武
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例 

　
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
横
に

障
害
者
等
の
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
が
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

　
定
住
対
策
及
び
財
産
の
有
効
利

用
の
観
点
か
ら
、
奈
古
及
び
福
賀

の
教
員
住
宅
を
そ
れ
ぞ
れ
１
戸
、

一
般
住
宅
に
移
管
す
る
た
め
の
条

例
の
一
部
改
正
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

　
奈
古
及
び
福
賀
の
教
員
住
宅
そ

れ
ぞ
れ
１
戸
の
一
般
住
宅
へ
の
移

管
に
伴
う
阿
武
町
使
用
料
条
例
か

ら
の
削
除
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

美
咲
第
２
分
譲
宅
地
造
成
事
業
の

施
行
に
伴
う
字
の
区
域
の
変
更
に

つ
い
て 

　
現
在
造
成
中
の
美
咲
第
２
分
譲

宅
地
が
複
数
の
字
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
こ
れ
に
係
る
字
の
区
域
の

変
更
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

  
 

      

阿
武
町
と
萩
市
と
の
間
に
お
け
る

事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て 

　
消
防
救
急
業
務
、
斎
場
業
務
、

清
掃
工
場
業
務
は
、
萩
市
に
事
務

委
託
を
し
て
お
り
こ
の
使
用
期
限

が
平
成
２２
年
３
月
末
日
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
平
成
２７
年
３
月
末
日

ま
で
５
年
間
延
長
す
る
た
め
の
規

約
の
変
更
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
と
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事

務
組
合
と
の
間
に
お
け
る
事
務
の

委
託
に
関
す
る
規
約
に
つ
い
て 

　
現
行
の
萩
清
掃
工
場
の
老
朽
化

に
伴
い
、
新
た
に
萩
市
と
長
門
市

が
一
部
事
務
組
合
を
設
置
し
、
平

成
２７
年
４
月
か
ら
の
新
清
掃
工
場

の
開
業
に
向
け
工
事
を
始
め
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
一

部
事
務
組
合
と
の
規
約
の
制
定
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て 

　
平
成
２２
年
度
か
ら
、
共
同
処
理

に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
職
員
退

職
手
当
支
給
事
務
に
宇
部
市
交
通

局
を
加
え
、
非
常
勤
職
員
及
び
公

立
学
校
の
学
校
医
等
に
係
る
公
務

災
害
補
償
事
務
に
下
松
市
を
加
え

る
た
め
の
規
約
の
変
更
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て 

　
世
界
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我

が
国
に
対
し
て
、
世
界
の
平
和
の

た
め
の
活
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も

こ
の
願
い
を
形
に
す
る
た
め
、
町

制
施
行
５５
周
年
を
記
念
し
て
宣
言

す
る「
阿
武
町
平
和
都
市
宣
言
」が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
阿
武
町
地
域
交
流
・
高
齢
者
福

祉
複
合
施
設
「
ひ
だ
ま
り
の
里
」

の
運
営
を
「
社
会
福
祉
法
人
　
阿

武
福
祉
会
」
へ
、
阿
武
町
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
「
社

会
福
祉
法
人
　
阿
武
町
社
会
福
祉 

阿武町平和都市宣言 
　美しい海と緑の山々に恵まれた阿武町の自然
は、町民の誇りです。私たちは、この自然や歴
史、伝統を次代に受け継がなければなりません。 
　豊かな自然や伝統、郷土の発展と住民の幸せ
は、日本の安全と世界の恒久平和なくしては望
み得ないものです。 
　わが国は世界唯一の核被爆国であり、国民と
して核兵器の速やかな廃絶を訴え、真の世界平
和が確立されることを強く願うものです。 
　私たち阿武町民は、国際社会の一員として世
界の恒久平和の実現のため、平和を願う心を一
つにし、町制施行５５周年を期して、ここに平和
都市を宣言します。 

　　平成２２年３月１９日 

阿武町　 

一
般
質
問 

屋外スピーカーが 
増設される木与地区 

 

宅地分譲される 
美咲第２分譲宅地 
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協
議
会
」
へ
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管
理

者
に
定
め
る
こ
と
が
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て 

　
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち

か
ら
阿
武
町
農
業
委
員
会
委
員
に

近
藤
律
子
さ
ん
（
井
部
田
）
を
推

薦
す
る
こ
と
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２１
年
度
阿
武
町
立
奈
古
小
学

校
改
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て 

　
阿
武
町
立
奈
古
小
学
校
改
築
工

事
を
６
億
４
８
２
７
万
円
で
、
協

和
建
設
工
業
㈱
・
澤
田
建
設
㈱
・

小
橋
組
㈱
の
共
同
企
業
体
と
契

約
。 

平
成
２１
年
度
阿
武
町
給
食
セ
ン
タ

ー
改
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て 

　
阿
武
町
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工

事
を
１
億
２
４
８
４
万
５
０
０
０

円
で
、
洋
林
建
設
㈱
と
契
約
。 

２２
件
契
約
の
締
結
の
報
告 

　
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
２２

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
（
工
事
名
・
請
負
金
額

・
請
負
業
者
名
） 

◆
平
成
２１
年
度
　
阿
武
町
公
共
施

設
ト
イ
レ
改
修
工
事
・
８
８
２

万
円
・
阿
武
建
設
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
宇
田
郷
中
央
消

防
器
庫
新
築
工
事
・
２
１
２
１

万
円
・
波
多
野
建
設
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
阿
武
町
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
・
３

４
０
２
万
円
・
小
橋
組
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
旧
宇
田
学
校
プ

ー
ル
外
解
体
工
事
・
４
６
７
万

２
５
０
０
円
・
㈲
吉
岡
土
建 

◆
平
成
２１
年
度
　
阿
武
町
一
般
住

宅
（
岡
田
橋
団
地
）
新
築
工
事

に
伴
う
実
施
設
計
業
務
委
託
・

３
３
０
万
７
５
０
０
円
・
㈲
堀

設
計
事
務
所 

◆
平
成
２１
年
度
　
汐
入
排
水
路
護

岸
整
備
工
事
・
４
４
１
万
円
・

小
田
建
設
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
町
道
今
浦
西
ノ

宮
線
道
路
改
良
工
事
・
１
１
０

２
万
５
０
０
０
円
・
阿
武
建
設
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
町
道
東
方
筒
尾

線
側
溝
整
備
工
事
・
４
８
３
万

円
・
小
田
建
設
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
町
道
汐
入
野
地

線
道
路
新
設
工
事（
第
５
工
区
）

・６
５
１
万
円
・
協
和
建
設
工
業
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
補
災
河
第
３６
号

開
作
川（
１
）河
川
災
害
復
旧
工

事
・
３
４
６
万
５
０
０
０
円
・

㈲
中
野
建
設 

◆
平
成
２１
年
度
　
補
災
道
第
６
５

３
号
町
道
嵩
線（
１
）道
路
災
害

復
旧
工
事
・
４
４
１
万
円
・
小

田
産
業
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
補
災
道
第
６
５

４
号
町
道
嵩
線（
２
）道
路
災
害

復
旧
工
事
・
３
３
６
万
円
・
小

田
産
業
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
補
災
道
第
６
５

２
号
町
道
田
部
青
浦
線（
３
）道

路
災
害
復
旧
工
事
・
６
９
０
万

９
０
０
０
円
・
㈲
吉
岡
土
建 

◆
平
成
２１
年
度
　
平
成
２１
年
災
害

１９
―
１
０
１
薬
師
堂
路
災
害
復

旧
工
事
・
３
０
４
万
５
０
０
０

円
・
小
田
建
設
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
農
業
集
落
排
水

資
源
循
環
統
合
補
助
事
業
阿
武

地
区
処
理
施
設
機
能
強
化
工
事

・
７
２
８
万
７
０
０
０
円
・
扶

桑
建
設
工
業
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
小
規
模
治
山
事

業
山
ノ
後
山
腹
保
護
工
事
・３
５

１
万
７
０
０
０
円
・
小
田
産
業
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度  

福
田
地
区
地
下

か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
工
事
・
８
３

４
万
７
５
０
０
円
・
㈲
中
野
建
設 

◆
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
及
び
周
辺

機
器
・１
８
１
３
万
３
５
０
０
円
・

山
口
視
聴
機
器
㈱
萩
営
業
所 

◆
教
育
用
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
及
び

録
画
機
器
・
８
６
６
万
２
５
０

０
円
・
服
部
産
業
㈱ 

◆
教
育
用
電
子
黒
板
・
３
０
４
万

５
０
０
０
円
・
㈲
山
京
文
具
店 

◆
平
成
２１
年
度
　
阿
武
町
立
奈
古

小
学
校
屋
内
運
動
場
解
体
工
事

・
１
１
０
２
万
５
０
０
０
円
・

小
田
産
業
㈱ 

◆
平
成
２１
年
度
　
阿
武
町
教
育
系

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

整
備
工
事
・
２
３
９
２
万
９
５

０
０
円
・
㈱
タ
ケ
シ
タ 
    

【
退
職
】（
町
長
部
局
） 

●
３
月
３１
日
付 

▼
福
田
美
代
子
＝
（
み
ど
り
保
育

園
福
賀
分
園
） 

【
異
動
】 

●
３
月
３１
日
付 

▼
花
田
憲
彦
＝
兼
企
画
広
報
係
長

事
務
取
扱
を
解
く
（
総
務
課
長

兼
企
画
広
報
係
長
事
務
取
扱
） 

▼
金
田
浩
祐
＝
兼
出
納
係
長
事
務

取
扱
を
解
く
（
出
納
室
長
兼
出

納
係
長
事
務
取
扱
） 

●
４
月
１
日
付 

▼
田
中
達
治
＝
施
設
課
長
補
佐
兼

施
設
整
備
係
長（
経
済
課
長
補

佐
兼（
併
任
）農
業
委
員
会
書
記
） 

▼
工
藤
茂
篤
＝
経
済
課
長
補
佐 

（
併
任
）農
業
委
員
会
書
記（
議

会
事
務
局
長（
課
長
補
佐
の
職
）

（
併
任
）監
査
委
員
事
務
局
長

（
併
任
）選
挙
管
理
委
員
会
書
記
） 

▼
野
原
　
淳
＝
議
会
事
務
局
長

（
課
長
補
佐
の
職
）（
併
任
）監
査

委
員
事
務
局
長（
併
任
）選
挙
管

理
委
員
会
書
記
（
選
挙
主
任
）

（
施
設
課
施
設
整
備
係
長
） 

▼
三
好
由
美
子
＝
出
納
係
長
（
出

納
室
） 

▼
藤
村
憲
司
＝
企
画
広
報
係
長

（
総
務
課
） 

▼
羽
鳥
純
香
＝
住
民
課
勤
務
（
経

済
課
） 

▼
山
下
真
理
子
＝
経
済
課
勤
務 

（
民
生
課
） 

▼
吉
田
奈
美
＝
総
務
課
勤
務
（
住  

民
課
） 

▼
平
田
祥
子
＝
民
生
課
勤
務(

総

　
務
課) 

▼
大
野
直
美
＝
み
ど
り
保
育
園
福

　
賀
分
園
勤
務（
み
ど
り
保
育
園
） 

【
新
規
採
用
】 

▼
小
田
彩
記
＝
み
ど
り
保
育
園
勤

　
務 

【
転
出
】（
教
育
委
員
会
部
局
） 

●
４
月
１
日
付 

▼
村
岡
　
徹
＝
萩
市
立
明
木
中
学

校
教
諭
（
社
会
教
育
主
事
・
教

育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
社
会

教
育
係
長
） 

▼
後
根
　
茂
＝
山
口
県
教
育
委
員

会（
充
て
指
導
主
事
）（
山
口
市

立
白
石
小
学
校
付
け
）（
充
て
指

導
主
事
兼
学
校
教
育
係
長
） 

【
転
入
】
 

▼
有
馬
章
治
＝
社
会
教
育
主
事
兼

社
会
教
育
係
長
（
長
門
市
立
明

倫
小
学
校
教
諭
） 

▼
伊
藤
充
哉
＝
充
て
指
導
主
事
兼

学
校
教
育
係
長
（
萩
市
立
椿
東

小
学
校
教
諭
） 

町
職
員
の
異
動
等
（
敬
称
略
） 

　
　
　
　
　 

（
　
）は
旧
職
名
等 
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 問
　
単
独
町
政
を
選
択
し
５

年
目
を
迎
え
る
が
、
人
口
減

少
の
問
題
や
将
来
に
向
け
て

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
。
 

町
長
　
人
口
減
少
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
な
問
題
で
阿
武

町
も
避
け
て
通
れ
な
い
が
、

空
き
家
バ
ン
ク
や
町
営
住
宅

整
備
な
ど
定
住
対
策
を
推
進

し
、
最
近
で
は
そ
の
効
果
が

出
て
き
て
い
る
。
都
市
部
か

ら
の
転
入
は
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
含
め
、
こ
こ
３

年
で
４６
世
帯
１
０
２
人
と
な

っ
て
い
る
。
福
賀
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
数
の
約
半
数
は

定
住
者
の
子
ど
も
さ
ん
達

で
あ
る
。
阿
武
町
と
し
て
は
、

今
後
も
「
小
さ
く
て
も
個
性

が
光
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
く
。
 

　
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

新
年
度
の
地
方
交
付
税
は
、

国
全
体
で
は
増
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
景
気
の
影
響
に
よ

る
税
収
減
な
ど
で
本
町
は
減

額
と
な
っ
た
。
先
行
き
不
透

明
な
状
況
の
中
で
最
低
限
、

確
実
な
額
を
計
上
し
た
も
の

で
、
こ
れ
以
上
の
交
付
税
が

確
保
出
来
る
の
は
間
違
い
な

い
と
考
え
て
い
る
。
 

         

問
　
道
の
駅
の
各
施
設
に
お

い
て
、
不
審
者
に
よ
る
イ
タ

ズ
ラ
が
発
生
し
て
い
る
が
、

防
犯
対
策
と
し
て
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
し
て
は
ど
う
か
。 

町
長
　
大
変
憂
慮
す
べ
き
事

態
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
道
の
駅
の
運
営
体
制
も

変
わ
り
、
新
設
の
第
３
セ
ク

タ
ー
が
全
体
を
管
理
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
こ
の
新
会

社
の
中
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
等
に
つ
い
て
真
摯
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

問
　
藻
場
の
生
態
系
は
ア
ワ

ビ
・
ウ
ニ
・
サ
ザ
エ
の
漁
獲

量
に
影
響
す
る
。
磯
や
け
の

原
因
は
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
磯

場
に
栄
養
塩
類
が
あ
れ
ば
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖
し
て

最
適
な
磯
場
に
な
る
。
そ
の

対
策
に
取
組
ん
で
い
る
か
。
 

町
長
　
国
は
環
境
生
態
系
保

全
活
動
支
援
制
度
を
打
出
し

て
い
る
。
本
町
も
今
年
度
か

ら
、
そ
の
支
援
補
助
金
を
活

用
し
、
阿
武
地
区
藻
場
保
全

対
策
協
議
会
を
立
上
げ
、
５

カ
年
計
画
で
保
全
対
策
に
取

組
む
。
ま
ず
、
ガ
ン
ガ
ゼ
の

駆
除
か
ら
実
施
す
る
。
 

問
　
本
町
も
北
長
門
海
岸
国

定
公
園
内
に
含
ま
れ
て
お

り
、
豊
か
な
自
然
を
百
選
と

し
て
登
録
さ
れ
な
い
か
。
 

町
長
　
山
口
県
の
百
名
山
に

奈
古
の
遠
岳
山
・
宇
田
郷
の

神
宮
山
が
認
定
、
全
国
農
林

漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
百
選

に
福
賀
の
白
松
さ
ん
が
認

定
、
福
賀
の
長
沢
た
め
池
を

申
請
中
。（
１３
ペ
ー
ジ
参
照
） 

問
　
指
定
文
化
財
の
保
管
・

管
理
の
実
態
と
未
指
定
分
野

の
掘
り
起
こ
し
計
画
は
進
ん

で
い
る
か
。
 

教
育
長
　
宇
田
郷
興
昌
寺
の

木
造
如
意
輪
観
音
座
像
は

町
文
化
財
へ
、
福
賀
の
山
崎

古
墳
は
県
教
委
に
依
頼
し
て

発
掘
調
査
、
歴
史
的
価
値
が

大
き
い
の
で
町
文
化
財
指
定

へ
、
未
指
定
の
文
化
財
は
調

査
で
は
約
１
０
０
件
あ
る
。
 

       問
　
日
本
海
の
海
岸
は
打
ち

よ
す
波
が
素
晴
ら
し
い
眺
望

を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
海
岸

線
の
保
全
活
動
と
し
て
漂
着

物
と
不
法
投
棄
物
の
回
収
に

取
組
む
こ
と
が
大
切
だ
が
。
 

町
長
　
昨
年
の
７
月
に
海
岸

漂
着
物
処
理
推
進
法
が
公
布

施
行
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
具
体

的
な
取
組
み
が
示
さ
れ
る
。
 

　
ま
た
山
口
県
で
は
地
域
グ

リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基

金
に
よ
る
「
漂
流
漂
着
ご
み

対
策
重
点
地
域
一
掃
事
業
」

が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を

活
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

対
応
困
難
な
箇
所
の
回
収
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。
 

一
般
質
問 

第
1
回
定
例
会 

3
月
１２
日
 

Q
　
磯
場
を
守
る
磯
や
け
対
策
は
 

Ａ
　
藻
場
保
全
対
策
協
議
会
で
取
り
組
む
 

Q
　
阿
武
町
の
将
来
像
は
 

Ａ
　『
小
さ
く
て
も
個
性
が
光
る
自
立
 

　
　
し
た
ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進
 

Q
　
道
の
駅
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
 

Ａ
　
新
会
社
の
中
で
防
犯
対
策
等
を
 

　
　
取
り
組
む
 

議 会 だ よ り 34
No

問
 

清水教昭  議員 

町
長
 

町
長
 

問
 

町
長
 

漂着する大量のゴミ 

ガンガゼ 
（出典ウィキペディア） 

道の駅阿武町 

奈古地区の岡田橋住宅 

問
 

町
長
 

問
 

町
長
 

問
 

問
 

Ｑ
　
海
岸
の
漂
着
物
 

　
　
回
収
計
画
は
 

Ａ
　
地
域
基
金
の
 

　
　
活
用
で
回
収
 

Ｑ
　
文
化
財
の
保
存
を
 

　
　
明
る
い
話
題
に
 

Ａ
　
福
賀
の
山
崎
古
墳
 

　
　
町
文
化
財
指
定
へ
 

Ｑ
　
観
光
事
業
と
し
て
 

　
　
百
選
に
挑
戦
し
て
は
 

Ａ
　

た
め
池
百
選
に
 

　
　

申
請
中
 

河野幸彦  議員 

教
育
長
 



8

  阿
武
町
農
村
情
報
連
絡
（
防

災
行
政
無
線
）施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
 

 

　
　
　
　
　
　
 

    問
　
デ
ジ
タ
ル
波
は
船
舶
な

ど
他
の
電
波
と
の
混
信
は
な

い
か
。
 

答
　
周
波
数
等
電
波
監
理

局
の
厳
し
い
割
り
当
て
が
あ

り
、
許
可
を
得
て
い
る
の
で

大
丈
夫
。
 

阿
武
町
と
萩
・
長
門
清
掃
一

部
事
務
組
合
と
の
間
に
お
け

る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
に
つ
い
て
 

問
　
処
理
場
が
距
離
的
に
遠

く
な
り
、
時
間
的
に
収
集
等
 

に
無
理
が
生
じ
な
い
か
。
　
 

答
　
萩
市
内
を
通
過
す
る
の

で
時
間
的
な
面
で
問
題
が
生

じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今

後
収
集
方
法
等
も
合
わ
せ
検

討
す
る
。
 

平
成
２１
年
度
一
般
会
計
補
正
 

予
算（
第
６
回
）に
つ
い
て
 

問
　
町
営
住
宅
の
駐
車
場
不

足
へ
の
対
策
は
。
 

  答
　
水
ケ
迫
団
地
で
不
足
し

た
状
態
な
の
で
美
咲
第
２
分

譲
宅
地
の
近
く
に
整
備
す
る
。 

問
　
奈
古
浦
消
防
器
庫
が
ど

ろ
ん
こ
広
場
に
設
置
さ
れ
る

が
従
来
使
用
し
て
い
た
人
と

の
す
り
合
わ
せ
は
大
丈
夫
か
。 

答
　
奈
古
浦
の
消
防
団
の
意

向
に
よ
る
検
討
結
果
、
最
適

だ
ろ
う
と
の
結
論
で
、
今
後

は
地
域
の
方
と
協
議
を
進
め

て
行
き
た
い
。
 

       　
　
 

平
成
22
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
予
算
 

問
　
海
岸
漂
着
物
の
回
収
は

こ
の
程
度
の
予
算
で
可
能
か
。 

答
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
部

委
託
等
で
行
っ
て
い
る
が
、

多
量
で
困
っ
て
い
る
。
７
月

の
第
２
日
曜
日
に
は
、
一
斉

清
掃
を
予
定
し
て
い
る
。
 

問
　
道
の
駅
が
第
３
セ
ク
タ

ー
と
な
り
、
町
が
出
資
金
を

出
し
て
い
る
が
、
チ
ェッ
ク
機

能
・
責
任
体
制
は
よ
い
か
。
 

答
　
決
算
が
済
み
次
第
報
告

が
行
わ
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
。
責
任
体
制
は
、
社
長
・

支
配
人
を
決
め
る
中
で
明
確

に
す
る
。
 

        問
　
将
来
に
向
け
て
の
取
組

分
析
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。
 

答
　
今
ま
で
の
経
営
デ
ー
タ

が
あ
る
の
で
そ
れ
を
参
考
に

今
後
取
り
組
み
た
い
。
 

問
　
議
会
も
承
認
し
て
い
る

が
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

答
　
議
決
し
た
の
で
議
会
に

も
責
任
の
一
端
は
あ
る
が
、

執
行
権
が
な
い
の
で
そ
の
点

が
明
確
で
は
な
い
。
 

問
　
第
３
セ
ク
タ
ー
も
成
功

例
は
あ
る
が
安
易
に
第
３
セ

ク
タ
ー
と
い
う
運
営
で
は
危

険
性
も
あ
る
の
で
は
。
 

答
　
道
の
駅
は
平
成
３
年
か

ら
運
営
を
し
て
き
て
い
る
。

新
た
な
事
業
の
場
合
、
事
業

計
画
・
資
金
計
画
も
必
要
だ

が
、
今
ま
で
の
事
業
の
反
省

を
ど
う
す
る
か
も
大
事
。
再

生
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
の

中
で
、
ま
ず
ハ
ー
ド
よ
り
ソ

フ
ト
と
い
う
方
向
性
が
出
さ

れ
、
組
織
作
り
が
決
定
し
、

支
配
人
の
必
要
性
の
問
題
が

出
て
き
た
。
ハ
ー
ド
面
は
今

後
の
検
討
課
題
と
し
、
再
生

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
で
継

続
し
て
審
議
す
る
。
 

問
　
井
戸
水
等
水
質
検
査
は

今
後
も
継
続
さ
れ
る
の
か
。
 

答
　
水
道
供
給
区
域
外
で
井

戸
水
等
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
の
希
望
者
に
水
質
検
査
を

す
る
補
助
で
あ
り
、
今
後
結

果
を
見
て
必
要
と
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
。
 

  

 

    問
　
山
口
国
体
の
準
備
経
費

に
ト
イ
レ
設
置
等
ま
だ
ま
だ

必
要
で
は
な
い
か
。
 

答
　
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
競
技
と
し
て
障
害
者
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
道
の
駅
下

の
広
場
で
開
催
さ
れ
る
が
、

県
内
か
ら
の
４
チ
ー
ム
の
出

場
で
、
宿
舎
な
ど
あ
ま
り
考

え
な
く
て
よ
い
。
今
回
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
の
植
栽
の

た
め
、
早
め
に
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
予
算
化
し
た
。
ト

イ
レ
の
仮
設
等
は
２３
年
度
予

算
で
計
上
し
た
い
。
 

現

地

踏

査

 

議 会 だ よ り 34
No

町道汐入野地線工事 地域活動支援センター 

町道田部青浦線 

宇田郷中央消防器庫 

道の駅阿武町 

国体予定地 

役場本庁の無線室 

どろんこ広場 

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 ３
月
１５
日
開
催
 

問
 

答
 

答
 

問
 

問
 

答
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

問
 

答
 

福賀小中屋内運動場 ＪＡ米倉庫建設予定地 
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新谷宏志さん（４６歳・下関市出身） 
道の駅支配人が決定!!

　道の駅「阿武町」を活気ある道の駅に再生することを目　道の駅「阿武町」を活気ある道の駅に再生することを目的に、的に、
その仕掛け人（支配人）を募集したところ県内外から１５人の応募が
あり、小論文、面接審査の結果、下関市出身の新谷宏志さん（４６
歳）に決定しました。道の駅「阿武町」は今後第３セクタ歳）に決定しました。道の駅「阿武町」は今後第３セクター方式ー方式
で法人を設立し、指定管理者制度を活用しながら、支配人で法人を設立し、指定管理者制度を活用しながら、支配人のリーのリー
ダーシップのもと、経営及び施設改善を図り発展性のあるダーシップのもと、経営及び施設改善を図り発展性のある道の駅道の駅
を目指し新たなスタートをきります。 

しんしんたにたに  ひろひろ し 

議 会 だ よ り 34
No

         　
平
成
２２
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
予
算
は
、
総
額
２５
億
９

４
０
０
万
円
で
あ
り
、
歳
入

で
は
町
税
の
減
少
を
は
じ
め

地
方
交
付
税
の
５
１
０
０
万

円
の
減
少
と
各
交
付
金
・
国

庫
及
び
県
支
出
金
の
減
少
が

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
前

年
度
比
３
億
１
２
０
０
万
円

１０
・
７
％
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

　
一
方
歳
出
で
は
、
増
額
は

子
ど
も
手
当
の
創
設
な
ど
に

よ
る
扶
助
費
や
あ
ら
た
な
る

「
道
の
駅
第
３
セ
ク
タ
ー
」

へ
の
出
資
金
な
ど
で
合
計
７

５
１
２
万
８
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
減
額
で
は
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
福
賀
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
耐
震
改
修
工
事
な
ど
の
事

業
完
了
に
よ
る
普
通
建
設
事

業
費
の
大
幅
な
減
額
な
ど
合

計
３
億
８
７
１
２
万
８
０
０

０
円
と
な
り
、
差
し
引
き
３

億
１
２
０
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
次
に
８
つ
の
 

   特
別
会
計
は
、
総
額
１４
億
２

１
０
３
万
８
０
０
０
円
と
な

っ
て
お
り
、
前
年
度
比
８
４

０
５
万
８
０
０
０
円
５
・
６
％

の
減
額
で
あ
り
、
必
要
最
低

限
の
範
囲
で
あ
り
、
歳
出
の

抑
制
に
努
め
ら
れ
て
の
予
算

編
成
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

　
以
上
４０
億
１
５
０
３
万
８

０
０
０
円
の
平
成
２２
年
度
予

算
は
、
産
業
対
策
・
暮
ら
し

の
対
策
・
生
活
環
境
対
策
・

定
住
促
進
対
策
・
社
会
教
育

や
学
校
教
育
の
推
進
対
策
・

住
民
参
画
対
策
に
そ
れ
ぞ
れ

新
規
事
業
や
継
続
事
業
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
町
民
の

安
全
安
心
の
た
め
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
予
算
編
成
で
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
賛
成
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今年度改築予定の奈古小学校 

末若憲二  議員 

平
成
２２
年
度
　
予
算
賛
成
討
論
 

●氏　　名　新谷　宏志 （しんたに　ひろし） 
●出　　身　下関市彦島 
●生年月日　昭和３８年７月８日生まれ（４６歳） 
●学　　歴　昭和５７年３月　山口県立下関西高等学校　卒業 
　　　　　　昭和６３年３月　神戸大学　法学部　卒業 
●職　　歴　昭和６３年４月　㈱東芝入社 
　　　　　　　　　　　　　マーケティング、商品企画、営業教育 
　　　　　　平成１１年１月　㈱東芝テックに出向 
　　　　　　　　　　　　　営業支援、イントラネットの構築 
　　　　　　平成１３年９月　ビジネス翻訳、出版翻訳、パソコンのテレフォン
　　　　　　　　　　　　　サポートほか 
　　　　　　平成２１年１０月　やまぐち産業振興（財）データーベース移行ほか 
●趣　　味　自転車、写真 
●町の印象　阿武町は太陽光ソーラー発電、バイオマスなど環境対策の取り組
　　　　　　みが素晴らしい。グリーンツーリズム、ブルーツーリズム、農家
　　　　　　民宿の活動にも共感するものがある。 
●目　　標　人と地球にやさしい道の駅を目指したい。ホームページなどを駆
　　　　　　使し食の安全安心、ＣＯ２ 削減など、阿武町らしさがアピールでき
　　　　　　るイベントを企画していきたい。まず、町の方や道の駅を訪ねて
　　　　　　来られる人との対話から始めていきたい。 

活気ある道の駅「阿武町」に再生する仕掛け人（支配人）

新谷宏志さん（４６歳・下関市出身） 
しん　たに　ひろ　 し 

道の駅支配人が決定!!

　道の駅「阿武町」を活気ある道の駅に再生することを目的に、
その仕掛け人（支配人）を募集したところ県内外から１５人の応募が
あり、小論文、面接審査の結果、下関市出身の新谷宏志さん（４６
歳）に決定しました。道の駅「阿武町」は今後第３セクター方式
で法人を設立し、指定管理者制度を活用しながら、支配人のリー
ダーシップのもと、経営及び施設改善を図り発展性のある道の駅
を目指し新たなスタートをきります。 

しんたに  ひろ し 

道の駅支配人 
新谷宏志さん 

プロフィール 
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４
月
生
ま
れ
 

石
飛
　
優
也
ち
ゃ
ん
（
岡
田
橋
） 

平
成
21
年
4
月
23
日
生
ま
れ 

　
　 （
パ
パ
）
篤
志
さ
ん
・ 

　
　 （
マ
マ
）
ア
ナ
リ
ン
・
デ
ラ
・
ベ
ガ
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
お
風
呂
が
大

好
き
な
優
也
で
す
。 

　
生
ま
れ
た
と
き
は
パ
パ
に
似
て

い
た
け
ど
、
最
近
は
マ
マ
に
似
て

き
た
よ
。 

　
ま
だ
ま
だ
歩
く
の
は
下
手
だ
け

ど
、
上
手
に
な
っ
た
ら
い
っ
ぱ
い

遊
び
に
行
こ
う
ね
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
成
長
し
て
ね
。 

小
野
　
桜
花
ち
ゃ
ん（
東
方
） 

平
成
21
年
4
月
11
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
政
博
さ
ん
・（
マ
マ
）
友
美
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
　
桜
花
で
す
　 

　
最
近
少
し
だ
け
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
　
　
い
つ
も
大
好
き
な

お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
で
い

る
よ
♪
い
ま
は
お
ま
ま
ご
と
に
夢

中
　
私
は
食
べ
る
の
専
門
よ（
笑
）

早
く
お
外
で
も
一
緒
に
遊
べ
た
ら

い
い
な 

さ
く
ら 

ゆ
う
　
や 

さくら 

 
 
 
 
　阿武町では、乳幼児の交通安全対策の一つとし
て、チャイルドシート購入者に対して、その経費
の一部を補助する制度を実施しています。 
★補助対象者　阿武町に住所を有し、生活実態の
　ある６歳未満の乳幼児と同居する親族でチャイ
　ルドシートを購入した人。なお、交付対象は１

　乳幼児に対し１回限りです。 
★補助金の額　チャイルドシート購入金額の２分
　の１以内で、１万５０００円を上限とします。（※
　１００円未満の端数は切り捨て） 
★必要な書類　役場または、各支所に備え付けの
　「乳幼児シートベルト補助金交付申請書」に必要
　事項を記入し、領収書などを添付してください。 
　請求期限は購入の日から１年以内です。 
★問い合わせ先　役場総務課（☎2－3111） 
　または、各支所まで。 

★「子ども手当」ってどんな制度？ 
○中学校を卒業するまでの子どもを養育している
方に、月額1万3000円（平成22年度）を支給します。 

○支払いは年3回（6・10・2月）で、前月分までの
手当を支払いします（原則、口座振込）。 
○6月支払分は、4・5月の子ども手当2ヶ月分を支
給。今まで児童手当を受給されていた方は、2
・3月分の児童手当が合わせて支給されます。 
★手続き等　4月中旬頃に、3月末現在の児童手
当の受給者と本町の住民票で把握できる支給対
象となる子どもの属する世帯へ、申請書や案内
文を送付する予定です。 

★認定請求に必要な添付書類等　印鑑、預金通帳
の写し、保護者の保険者証の写し 
　※養育する子どもと別居している場合など、こ
　の他に必要となる書類があります。 
○最初の支払いは本年6月ですが、新たに支給対
象となる子どもは、4・5月分を6月支払分か
ら受けるには、5月14日（金）までに役場民生
課に提出してください。 
※平成22年9月30日（木）まで申請可能 
※公務員の方は、勤務先での手続きになります。 
★問い合わせ先 
　役場民生課介護福祉係　☎2－3115

チャイルドシート購入費 
の1/2を補助 パパママ

ちゅけてね

子ども手当がはじまりました！ 子ども手当がはじまりました！ 

本年3月まで児童手当を受給されていた方 所得制限等で児童手当を 
受給されていなかった方 今まで児童手当を受給

されていた場合（中学
1年生を含む）基本的
に、申請手続きは不要 

新中学2・3年生の子ども（平成7年
4月2日～平成9年4月1日生まれ）
を養育されている場合「額改定認定
請求」の手続きが必要 

 
新中学3年生までの子ども（平成7年
4月2日以降生まれ）を養育されてい
る場合「認定請求」の手続きが必要 

「子ども手当」は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援する制度です。 
 

ゆうや 
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　４月から国の新たな水田農業政策として「戸別所得補償モデル対策」がスタートします。この
対策は、平成23年度から本格実施される戸別所得補償制度に向けて、事業の効果や円滑な事業
運営を検証するために、平成22 年度にモデル対策として実施されます。 
　モデル対策には、水田農業の経営安定を図るために、恒常的に赤字に陥っている米に対して補
てんする対策「米戸別所得補償モデル事業」と、自給率の向上を図るため、大豆などの戦略作物
の生産拡大を促す対策「水田利活用自給力向上事業」がセットで実施されます。 
　交付金は、国から農業者の指定した口座に直接支払われます。 

食料自給率の向上と農業・地域の再生を目指して 

戸別所得補償制度モデル対策がスタートします 

自給率向上の環境整備を図るための水田農業経営への助成 自給率向上のための戦略作物等への直接助成 

米戸別所得補償モデル事業 水田利活用自給力向上事業（米以外） 米戸別所得補償モデル事業 水田利活用自給力向上事業（米以外） 

　交付金を受け取るためには、加入申込書、交付申請書などの提出が必
要です。5月中旬頃に窓口を設けて受付を行う予定です。詳細日程は各農
家（昨年度共済細目書を提出された農家）へ通知文書でお知らせします。 
■加入申込　４月～６月　■支払時期　１２月～翌年３月 

問い合わせ先 
役場経済課 
☎2－3114

加入申込・ 
支払時期 
加入申込・ 
支払時期 

過去数年の平均生産費と平均価格の 
差額を定額部分として助成 
22年産の販売価格が、過去3年の 
販売価格を下回った場合にその差額 
を基に算定 

定額部分 
15,000円 

 
変動部分 

標準的な販売価格 
（過去3年の平均） 
 

当年産の 
販売価格 

当年産の 
販売価格 

標準的な販売価格 
（過去3年の平均） 
 

当年産の 
販売価格 

当年産の 
販売価格 

定額部分15,000円 
（10アール当たり） 

変動部分なし 変動部分 

35,000円 
80,000円 
20,000円 

 

20,000円 
 
 

15,000円 
 

10,000円 
 

5,000円 
 

15,000円 

麦・大豆・飼料作物 
新規需要米（米粉用米など） 
そば・なたね・加工用米 
 
【県重点推進作物】たまねぎ、にんじん、 
ばれいしょ、かぼちゃ、はなっこりー 
【産地拡大作物】キャベツ、はくさい、ほう 
れんそう、ブロッコリー、ねぎ、だいこん、 
きゅうり、なす、トマト、いちご、すいか 
【地域重点作物】レタス、スイートコーン、 
インゲン、さといもほか、花き全般、果樹全般 
【水田活用作物】上記以外の野菜、景観形 
成作物、地力増進作物、特用作物など 
二毛作助成（主食用米と戦略作物または 
戦略作物同士の組み合わせ） 

戦　　略　　作　　物 

その他の作物　※県下で単価統一 

単　価 

　意欲ある農家が水田農業
を継続できる環境を整える
ことを目的に、恒常的に生
産に要する費用が販売価格
を上回る米に対して、所得
補償の支援をします。主食
用米の作付面積10アール当たり、15,000円
を定額交付します。米の販売価格が下落した場
合には追加の補てんをします。 
交付単価（全国一律、１０アール当たり） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■対象者　米の生産数量目標に従って生産を行っ
た販売農家のうち、水稲共済加入者または
21 年度に販売実績のある方 
■対象面積　主食用米の作付面積から、自家飯
米・縁故米用に供される分として一律10アー
ルを差し引いた面積 
■要件　自己保全管理田等の不作付地を有して
いる対象者は、不作付地となっている水田の
地番・面積・不作付けの理由等を定めた改善
計画を町に提出し認定を受けること 

　自給率向上を目的に、
水田で大豆・飼料作物
などを生産する販売農
家に対して、主食用米
と同等の所得を確保で
きる水準の支援をしま
す。 
交付単価（全国一律、１０アール当たり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※自己保全管理田などの不作付田、自家消費、
捨て作りには交付されません。 
■対象者　対象作物ごとに収穫・出荷した販売
農家で、米の生産数量目標の達成にかかわら
ず助成の対象となります。 
■激変緩和措置（22年度のみ）　交付単価がこ
れまでの対策に比べて減少する品目において、
上乗せして助成されます。 
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“旬のこだわり食材”が盛りだくさん

デ
ュ
エ
ッ
ト
ゥ

デ
ュ
エ
ッ
ト
ゥ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

道の駅　海ぞくまつり

記
念
日
に
桜
を
植
樹
!!

町
内
３
地
区
総
勢
１
０
０
人
が

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

御歌囃子　伝
500人のファンが熱狂!
第15回 魂の鼓動・感動・
躍動ライブ2010
岡林信康コンサート

 　
春
の
到
来
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト「
第
１２
回
海
ぞ
く
ま
つ
り
」

が
３
月
２１
日
道
の
駅
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

　
人
気
の
奈
古
新
鮮
活
魚
市
は
、
奈
古
漁
港
の
活
魚
蓄
養
施

設
前
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
、
旬
の
ア
ジ
、
ヤ
ズ
、
メ
ダ

イ
、
ア
ワ
ビ
が
売
ら
れ
、
約
１
時
間
半
で
完
売
し
て
い
ま
し

た
。
特
別
企
画
の
漁
師
さ
ん
に
よ
る
鮮
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
や

試
食
コ
ー
ナ
ー
は
長
蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
各
テ
ナ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
食
生
活
改
良
推
進
委
員
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
い
た
、
地
元
食
材
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
ほ
う
れ
ん
草

を
使
っ
た
試
食
コ
ー
ナ
ー
は
親
子
連
れ
に
人
気
。
農
事
組
合

法
人
福
の
里
は
、
新
商
品
の
小
次
郎
ま
ん
じ
ゅ
う
、
２
色
求

肥
、
小
松
菜
蒸
し
パ
ン
を
販
売
、
宇
田
郷
の
ち
づ
る
の
パ
ン

工
房
も
揚
げ
パ
ン
、
カ
レ
ー
パ
ン
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品

を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
 

    
奈
古
・
釜
屋
の
「
お
お
も
と
花
公

園
」
で
、
３
月
２１
日
記
念
樹
の
植
樹

が
行
わ
れ
３
組
の
記
念
樹
オ
ー
ナ
ー

が
吉
野
桜
を
植
樹
し
ま
し
た
。
お
お

も
と
花
公
園
管
理
組
合
代
表
　
河
野

幸
彦
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
応
募
し
た
岡
村
輝
信

さ
ん（
浜
の
２
）は
「
内
孫
の
逸
基
く

ん（
６
歳
）の
小
学
校
入
学
の
記
念
に

申
し
込
み
ま
し
た
。
孫
が
帰
省
し
た

ら
一
緒
に
桜
の
様
子
を
見
に
来
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

大
賀
眞
治
さ
ん
・
美
智
子
さ
ん
夫
妻（
浜
の
２
）は
「
金
婚
の

お
祝
い
に
申
し
込
み
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

女
性
の
な
か
よ
し
３
人
組
が
申
し
込
ま
れ
ま
し
た
。
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

お
お
も
と
花
公
園

山・海・里Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ まちの話題まちの話題

           
「
フ
ォ
ー
ク
の
神
様
」
岡
林
信
康
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

３
月
２１
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
５
０
０
人

を
超
え
る
フ
ァ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
福
賀

の
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
・
舫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
阿
武
町
で

の
開
催
は
１５
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
、
１
部
は
お
祭
り
騒
ぎ
エ
ン

ヤ
ト
ッ
ト
ロ
ッ
ク
が
披
露
さ
れ
、
尺
八
・
篠
笛
・
津
軽
三
味

線
・
和
太
鼓
な
ど
の
４
曲
を
演
奏
。
 

　
２
部
は
ア
コ
ー
ス
テ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
名
曲
「
山
谷
ブ

ル
ー
ス
」
を
筆
頭
に
１０
曲
を
披
露
。
岡
林
さ
ん
は
美
空
ひ
ば

り
さ
ん（
故
）と
交
友
が
深
く
、
本
年
は
美
空
ひ
ば
り
の
作
品

を
カ
バ
ー
し
た
ア
ル
バ
ム
「
レ
ク
イ
エ
ム
〜
我
が
心
の
ひ
ば

り
〜
」
を
発
表
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
「
お
祭
り
マ
ン
ボ
」、

「
風
の
流
れ
に
」「
月
の
夜
汽
車
」
な
ど
６
曲
が
お
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
特
に
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
作
詞
し
岡
林
さ
ん
が

作
曲
し
た「
レ
ク
イ
エ
ム
〜
麦
畑
の
ひ
ば
り
〜
」は
美
空
ひ
ば

り
と
加
藤
和
枝（
本
名
）の
心
の
葛
藤
を
詩
に
し
た
も
の
で
、

岡
林
さ
ん
の
力
の
入
っ
た
歌
声
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
、
平
野
融
さ
ん
の
演
奏
で
町
所

有
の
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
舫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
長
嶺
吉
家
さ
ん（
栃
原
）は
「
フ
ァ
ン

の
方
に
は
遠
く
は
東
京
、
横
浜
、
静
岡
、
滋
賀
、
四
国
、
九

州
な
ど
全
国
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

お　　か　 ばや　　し　　　 ものがたり

 　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
〜
１５
日
ま
で
の
１０

日
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
阿
武
町
で
は
期
間
中
、
朝
と
夕
方
に
国
道
な
ど
の
危
険
箇

所
で
の
街
頭
指
導
を
は
じ
め
、

６
日
に
は
各
地
区
で
「
交
通
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
婦
人
会

や
交
通
安
全
協
会
会
員
、
交
通

指
導
員
な
ど
お
よ
そ
１
０
０
人

の
参
加
で
行
い
、
交
通
安
全
の

チ
ラ
シ
や
福
の
里「
あ
ん
餅
」を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
て
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

も
や
い
 



13

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係（☎2―3111）　E-mail : kikaku@town.abu.yamaguchi.jp

「
新
し
い
公
共
」「
人
材
の
活
用
」な
ど
を
新
テ
ー
マ
に

宇
田
郷
中
央
消
防
器
庫
が
完
成

宇
田
郷
地
区
の
安
全
安
心
の
拠
点

基
本
計
画（
後
期
）が
完
成

長沢ため池概要 
・ため池所在地　山口県阿武郡阿武町大字福田上 
・ため池の特徴 
●慶長７年（１６０２年）領内に不毛の地がある
ことを嘆いた領主益田越中守元祥がかんが
い用水池として築造したと伝えられています。
築造後およそ４００年を経過した今も４０ha余
りの水田に農業用水を供給しています。地
元では平成１６年の改修工事をきっかけに
特定農業法人「福の里」を立ち上げ、ミネラ
ル米栽培に取り組み、福の里ブランド米と
して県内外から高い評価を得ています。 
●絶滅危惧種淡水産貝である「フネドブガ
イ」が生息する山口県唯一の場所とされて
います。また絶滅危惧種の昆虫であるオオ
ルリハムシが植物「シロネ」を食草として
生息しており、生息に欠かせない環境要因
となっています。町では観光資源と位置づ
け、池を一望できる北側に公園を整備し築
造時の斜樋を石碑とともに展示しています。 

な
が
さ
わ
 

木与の棚田の概要 
・地域の所在　阿武町大字木与 
・農地面積　５．４ｈａ  
・平均勾配　１／７．８  
●元来急傾斜地形に逆らわず、
畦畔を空積み石垣により構築し
た１ほ場当たり１０ａ程度の農地
であった。 
●農家の高齢化が進む中で、農
作業の省力化、機械化を目指し、
平成９年度には国営農地再編整
備事業によりほ場整備を実施し、
大型機械による農作業が可能と
なった。 
●当該棚田からは日本海が見わ
たせ、天気が良い日には沖に浮
かぶ見島を見ることができる。 

   　
全
国
た
め
池
百
選
に
福

賀
・
長
沢
た
め
池
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
た
め
池
百

選
と
は
、「
長
い
歴
史
の

中
で
、
農
業
用
水
の
水
源

と
し
て
農
業
の
礎
を
担
っ

て
き
た
た
め
池
は
、
地
域

の
文
化
に
も
深
く
関
わ

り
、
周
辺
の
農
地
や
里
山

と
一
体
と
な
っ
て
多
様
な

生
物
の
生
育
・
生
息
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
・
や
す
ら
ぎ
の

場
、
さ
ら
に
は
環
境
教
育
の
場
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
核
と

し
て
保
全
・
活
用
さ
れ
る
取
り
組
み
の
機
運
を
醸
成
す
る
た

め
に
農
林
水
産
省
が
選
定
す
る
も
の
」
で
す
。
6
0
0
箇
所

を
上
回
る
応
募
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
た
め
池
百
選
選

定
委
員
会
と
、
一
般
投
票
に
よ
り
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

   　
や
ま
ぐ
ち
棚
田
２０
選

に
木
与
地
区
の
棚
田
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
棚

田
２０
選
は
、
山
口
県
が

選
定
し
、
選
定
基
準
と

し
て
営
農
を
通
じ
て
県

土
保
全
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
発
揮
し
て
き
た

県
内
各
地
の
棚
田
の
中

か
ら
、
適
切
な
保
全
活

動
が
行
わ
れ
地
域
に
親

し
ま
れ
て
き
た
棚
田
を

選
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
に
よ
る
棚
田

保
全
活
動
の
一
層
の
推
進
と
、
棚
田
の
保
全
に
向
け
た
県
民

の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
の
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
選
定
の
方
法
は
、
市
町
か
ら
６４
地
区
の
推
薦
を
受
け
、
平

成
２１
年
９
月
２８
日
〜
１０
月
１８
日
ま
で
の
間
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
よ
る
県
民
投
票
を
行
い
、「
や
ま
ぐ
ち
棚
田
保
全
協
議

会
」
に
お
い
て
審
議
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
２１
地
区
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
 

      

福
賀
福
賀
・
長
沢
た
め
池
が

長
沢
た
め
池
が

全
国
た
め
池
百
選
に
選
定

全
国
た
め
池
百
選
に
選
定

福
賀
・
長
沢
た
め
池
が

全
国
た
め
池
百
選
に
選
定

木
与
地
区
の
棚
田
が

や
ま
ぐ
ち
棚
田
20
選
に
選
定

あぶフォト倶楽部あぶフォト倶楽部 
柴崎晋二郎柴崎晋二郎 

（防府市防府市）撮影撮影 

あぶフォト倶楽部 
柴崎晋二郎 

（防府市）撮影 

   　
宇
田
郷
地
区
の
火
災
等
の
防
災
対
策

の
拠
点
と
し
て
、
宇
田
地
区
漁
集
処
理

場
に
隣
接
し
て
宇
田
郷
中
央
消
防
器
庫

が
建
設
さ
れ
、
４
月
１２
日
に
配
置
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
の
分
団
再
編

に
伴
い
、
宇
田
郷
地
区
の
分
団
が
一
つ

に
統
合
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
事
業
費
２
１
２
１
万
円
、

木
造
平
屋
建
で
延
べ
面
積
は
１
３
６
㎡
、

ポ
ン
プ
車
が
１
台
積
載
車
２
台
収
納
、

消
防
団
員
３０
人
が
待
機
で
き
る
詰
め
所

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
 

　
時
代
や
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
改
訂
作
業
を
進
め

て
い
た
阿
武
町
基
本
計
画
の
後

期
５
カ
年
計
画
（
平
成
２２
〜
２６

年
度
）
が
３
回
の
審
議
会
を
経

て
、
こ
の
度
策
定
し
ま
し
た
。 

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
行
財
政
環
境
の
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
中
、

「
安
全
安
心
」、「
エ
コ
」、「
地
球
環
境
保
護
」、「
地
産
地
消
」、

「
地
域
主
権
」、
ま
た「
新
し
い
公
共
」
や
「
人
材
の
活
用
」

等
を
新
た
な
視
点
と
し
て
織
り
込
み
ま
し
た
。
 

　
町
の
将
来
像
「
夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
豊
か
で
住
み
よ
い
文

化
の
町
」
の
創
造
に
向
け
て
、
今
後
は
定
住
対
策
や
産
業
の

振
興
な
ど「
小
さ
く
て
も
個
性
が
光
る
自
立
し
た
町
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

　
阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た

ま
し
た
。 

　
新
し
い
先
生
方

　
新
し
い
先
生
方
１４
人
の
横
顔
を

人
の
横
顔
を

紹
介
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

紹
介
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
） 

※
町
内
学
校
間
の
異
動
及
び
臨
時

※
町
内
学
校
間
の
異
動
及
び
臨
時

・
講
師
の
先
生
を
含
む

・
講
師
の
先
生
を
含
む 

①
出
身
地
（
市
町
）

①
出
身
地
（
市
町
） 

②
趣
味
・
特
技
な
ど

②
趣
味
・
特
技
な
ど 

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　
自
己
紹
介
な
ど

　
自
己
紹
介
な
ど 

             

　
阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
新
し
い
先
生
方
１４
人
の
横
顔
を

紹
介
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
） 

※
町
内
学
校
間
の
異
動
及
び
臨
時

・
講
師
の
先
生
を
含
む 

①
出
身
地
（
市
町
） 

②
趣
味
・
特
技
な
ど 

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　
自
己
紹
介
な
ど 

          

　
　
　 

（
敬
称
略
）
（
　
）
は
新
勤
務
校
 

【
奈
古
小
学
校
】 

▼
教
頭
　
田
原
俊
子（
柚
野
木
小
） 

▼
教
諭
　
大
野
康
子（
椿
東
小
） 

▼
教
諭
　
河
村
大
輔（
油
谷
小
） 

▼
教
諭
　
若
松
屋
　
愛（
退
任
） 

▼
栄
養
士
　
山
中
　
瞳（
育
英
小
） 

【
福
賀
小
学
校
】 

▼
教
頭
　
小
野
範
雄 

　
　
　
　
　
　
　（
県
文
化
財
課
） 

▼
事
務
主
任 

　
　
　
　
原
田
定
枝（
佐
々
並
小
） 

【
福
賀
中
学
校
】 

▼
教
頭
　
中
村
知
幸（
大
嶺
中
） 

▼
教
諭
　
堀
田
侑
希（
退
任
） 

 
【
阿
武
中
学
校
】 

▼
教
頭
　
松
本
智
昭（
休
職
） 

▼
教
諭
　
水
野
和
嘉
恵（
深
川
中
） 

▼
教
諭
　
吉
田
　
茂（
川
上
中
） 

▼
教
諭
　
小
川
繭
子（
退
任
） 

▼
教
諭
　
中
村
正
平（
退
任
） 

▼
事
務
主
任 

　
　
　
　
岡
村
榮
子（
三
見
小
） 

坂
倉
弘
道 

　
奈
古
小
教
頭 

①
長
門
市
油
谷
 

②
写
真
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
 

③
阿
武
町
の
豊
か
な
自
然
、
美
し
い

環
境
、
こ
の
す
ば
ら
し
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

さ
か
く
ら
ひ
ろ
み
ち 

立
花
小
一
郎 

　
福
賀
小
教
頭 

①
大
分
県
豊
後
高

田
市
 

②
お
笑
い
研
究
　
③
瀬
戸
内
海
に
面

し
た
宇
部
市
か
ら
日
本
海
に
近
い
福

賀
小
へ
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。
阿
武

町
は
初
め
て
で
す
が
、
明
る
く
、
楽

し
く
、
元
気
よ
く
が
ん
ば
り
ま
す
。

仲
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

た
ち
ば
な
こ
　
い
ち
ろ
う 

池
内
久
美
子 

　
奈
古
小
教
諭 

①
萩
市
 

②
ピ
ア
ノ
（
音
楽

が
大
好
き
で
す
）
③
阿
武
町
で
お
世

話
に
な
る
の
は
、
今
回
で
３
度
目
と

な
り
ま
す
。
明
る
く
元
気
に
楽
し
く

!! 

子
ど
も
た
ち
と
共
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

い
け
の
う
ち
く
　
み
　
こ 

松
　
有
花 

奈
古
小
栄
養
教
諭 

 ①
山
口
市
 

②
パ
ン
屋
さ
ん
め

ぐ
り
　
③
阿
武
町
の
農
水
産
物
を
た

く
さ
ん
使
っ
て
お
い
し
い
給
食
作
り

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
食
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
つ
さ
き
　
ゆ
　
か 

三
輪
錠
次 

　
奈
古
小
教
諭 

 ①
長
門
市
仙
崎
 

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
 

③
田
万
川
か
ら
前
任
校
ま
で
の
通
勤

中
、
仲
良
く
並
ん
で
登
校
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、「
素
晴
ら
し
い

!
」
と
感
動
し
て
い
ま
し
た
。『
明
る

く
・
元
気
に
・
楽
し
く
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
頑
張
り
ま
す
。
 み

　
わ
じ
ょ
う
じ 

田
中
美
恵 

福
賀
中
主
任
主
事 

 ①
下
関
市
 

②
お
菓
子
作
り
 

③
澄
ん
だ
空
気
と
青
い
空
。
輝
く
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
心
を
癒
さ
れ
毎

日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
一
つ
一

つ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

た
　
な
か
　
み
　
え 

井
町
吉
寿 

　
阿
武
中
教
諭 

 ①
萩
市
 

②
楽
器
演
奏
、
魚

つ
り
　
③
５
年
前
ま
で
福
賀
中
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
再
び

阿
武
町
で
勤
務
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
着

任
し
た
８
年
前
を
思
い
出
し
、
若
返

っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

い
　
ま
ち
き
ち
じ
ゅ 

刀
　
綾
子 

　
阿
武
中
教
諭 

  ①
長
門
市
 

②
マ
ン
ド
リ
ン
弾

け
ま
す
。
③
温
か
み
の
あ
る
木
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
校
舎
に
、
ホ
ッ

と
さ
せ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
出

会
い
を
大
切
に
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
 

と
　
ね
　
あ
や
　
こ 

宮
木
恵
乃 

　
阿
武
中
講
師 

 ①
萩
市
 

②
犬
と
遊
ぶ
、
食

べ
歩
き
　
③
週
２
日
、
阿
武
中
で
音

楽
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
海
を
見
な
が
ら
の

通
勤
は
心
が
な
ご
み
ま
す
。
音
楽
を

通
し
て
み
な
さ
ん
の
心
の
和
が
広
が

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

み
や
　
き
　
し
げ
　
の 

加
藤
浩
久 

　
福
賀
中
教
頭 

①
柳
井
市
 

②
映
画
音
楽
鑑

賞
、
ゴ
ル
フ
　
③
日
本
海
側
の
勤
務

は
初
め
て
の
経
験
で
す
。
着
任
早

々
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
人
柄
に

触
れ
、
日
々
感
動
の
毎
日
で
す
。
冬

の
雪
景
色
が
楽
し
み
で
す
。
 

 

か
　
と
う
ひ
ろ
ひ
さ 

村
岡
真
樹 

　
阿
武
中
教
頭 

 ①
下
関
市
 

②
絵
画
を
描
く
。

７０
年
代
の
ロ
ッ
ク
収
集
　
③
自
然
豊

か
な
阿
武
町
に
赴
任
で
き
て
と
て
も

幸
せ
で
す
。
特
に
楽
し
み
な
の
は
６

月
の
ホ
タ
ル
。
夏
の
イ
カ
ダ
大
会
は

生
徒
の
皆
さ
ん
と
最
高
の„
舟
“を
つ

く
っ
て
海
に
く
り
出
し
た
い
で
す
。
 

む
ら
お
か
ま
さ
　
き 

長
松
和
佳 

　
奈
古
小
教
諭 
 ①

萩
市
 

②
ス
ポ
ー
ツ
 

③
平
成
１９
年
度
・
２０
年
度
と
、
奈
古

小
学
校
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
奈
古
小
学
校
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

な
が
ま
つ
　
わ
　
か 

松
浦
え
り
子 

阿
武
中
事
務
主
任 

 ①
萩
市
大
井
 

②
読
書
、
手
芸
 

③
１０
年
近
く
前
に
宇
田
小
学
校
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
明
る
く
元
気

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
を
事
務
の
立
場
か
ら
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

ま
つ
う
ら
　
　
　
　
　
こ 

       

渡
邉
栄
子 

　
阿
武
中
教
諭 

 ①
萩
市
 

②
リ
サ
イ
ク
ル
手

芸
、
華
　
③
３
年
ぶ
り
に
ま
た
阿
武

中
学
校
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
懐
か
し
い
景
色
と
校
舎

で
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
の
子
ど
も
た
ち

に
囲
ま
れ
、
心
機
一
転
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 わ

た
な
べ
え
い
　
こ 

さわやかな春の香りが広がる新学期

新しい先生
14人に
聞きました

さわやかな春の香りが広がる新学期

新しい先生
14人に
聞きました

町
内
小
・
中
学
校 

教
職
員
の
転
出
な
ど 
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平
成
２２
年
度
の
人
事
異
動
で
、

奈
古
高
校
に
新
し
く
４
人（
写
真
）

の
教
職
員
が
着
任
し
ま
し
た
。
　

（
敬
称
略
）（
　
）
は
旧
勤
務
校
等
 

奈
古
高
校
の 

新
し
い
先
生
紹
介 

水嶋佳子 
教　諭 

（新規採用） 

内田　紀 
教　諭 
（萩高校） 

小林松夫 
事務長 

（美祢高校） 

爲久薫雄 
校　長 

（徳佐高校） 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
萩
市

立
椿
東
小
学
校
か
ら
阿
武
町
教
育

委
員
会
に
着
任
し
ま
し
た
。
自
宅

は
、
阿
武
町
と
同
じ
山
陰
地
域
の

長
門
市
で
す
。
山
陰
地
域
の
素
晴

ら
し
さ
は
分
か
っ
て
い
た
は
ず
な

の
で
す
が
、
阿
武
町
に
来
て
み
て

自
然
の
美
し
さ
や
人
々
の
温
か
さ

に
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ

と
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
。
き
っ

と
、
輝
か
し
い
子
ど
も
た
ち
で
し

ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
た

め
に
精
一
杯
努
力
し
て
い
く
覚
悟

で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

阿武町教育委員会 
学校教育係長（充て指導主事） 
　　　　伊　藤　充　哉 
 

お世話になります 

　
阿
武
町
で
は
、
平
成
１９
年
度
よ

り
、
３
年
間
生
涯
学
習
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
関
係
で
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
３
年
間
に
、
町
民
の
皆
様

に
は
、
数
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
多

く
の
方
に
出
会
え
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て
、
ご
教
示
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
の
一
生

の
財
産
と
し
て
大
切
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
、
精
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

阿武町教育委員会 
事務局次長 
（派遣社会教育主事） 
　　　　村　岡　　　徹 

本当にお世話に 
　　　なりました 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
長
門

市
立
明
倫
小
学
校
か
ら
阿
武
町

教
育
委
員
会
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。 

　
着
任
し
て
数
日
で
す
が
、
こ
の

ま
ち
の
人
の
あ
た
た
か
さ
と
、
ま

ち
づ
く
り
や
教
育
に
対
す
る
熱
意

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
阿

武
町
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変

あ
り
が
た
く
思
い
、
張
り
切
っ
て

い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
阿
武
町
の

た
め
に
微
力
な
が
ら
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

阿武町教育委員会 
社会教育係長 
（派遣社会教育主事） 
　　　有　馬　章　治 

どうぞよろしく 
　　お願いします 
 

阿武町教育委員会 
学校教育係長（充て指導主事） 
　　　　後　根　　　茂 

お世話になりました！ 

前　任 新　任 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
山
口
県

教
育
庁
義
務
教
育
課
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
、
過
日
着
任
い
た
し
ま
し
た
。 

　
２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
学
校
教
育
関
係
を
中
心
に
幅
広

い
職
務
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
文
部
科
学
省
委
嘱

「
学
力
向
上
実
践
研
究
推
進
事
業
」や「
子
ど

も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
を
と

お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の「
確
か
な
学
力
」

と「
豊
か
な
心
」
を
育
て
る
取
組
が
で
き
た

こ
と
は
、
特
に
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
美
し
い
自
然
と
あ
た
た
か
い
人
の
心
、
そ

し
て
す
ば
ら
し
い
文
化
の
町
・
阿
武
町
は
、

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
誇
り
で
す
。お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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元気！阿武町！５００１プラン　いきいきと未来に輝く人づくり

　
２２
組
が
十
八
番
（
お
は
こ
）
を
披
露
!! 

　
ま
ち
の
芸
能
人
た
ち
が
十
八
番
を
披
露
す
る
「
第
５

回
あ
ぶ
芸
能
祭
」
が
、
４
月
１１
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
主
催
・
阿
武
芸
能
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
、
後
援
・
阿
武
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
た
ば
会
及

び
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

　
町
全
体
で
の
開
催
は
５
回
目
で
２２
組
の
個
人
・
団
体

が
、
カ
ラ
オ
ケ
や
バ
ン
ド
演
奏
、
日
舞
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
て
十
八
番
を
披
露
し
ま
し
た
。 
  

な
お
、
こ
の
芸
能
祭
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
の
一
環

と
し
て
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
や
来
場
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
善
意
の
募
金
２４
万
１
３
９
３
円
は
、「
ふ

れ
あ
い
と
明
る
い
地
域
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
後
日
、
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
基
金
と
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

第５回　あぶ芸能祭 

町の芸能人の祭典 
チャリティー募金約24万円を寄付 チャリティー募金約24万円を寄付 

フィ・オ・マカナ・アロハ ヤングマンfeat.チームべっぴん 
し
ゃ
く
な
げ
　
野
原
さ
ん 

う
も
れ
木
　
黒
川
さ
ん 

華
祥
会
　
水
津
さ
ん 

華
祥
会
　
三
浦
さ
ん 
愛
奈
会 

小
田
さ
ん
（
一
人
二
役
） 

木
与
民
謡
カ
ラ
オ
ケ 

松
田
さ
ん 

 

愛
奈
会
　
小
野
さ
ん 

し
ゃ
く
な
げ
　
田
村
さ
ん 

元
気
な
ご
長
寿
　
網
屋
さ
ん 

 

う
も
れ
木
　
中
原
さ
ん 

千
歳
会
　
清
水
さ
ん 

ちどり会　西村さん（左）、上村さん 
 

三丁櫓　小野さん他 

泉の会　左から水津さん、長山さん、 
高橋さん、河野さん、小野さん 

 

阿胡スティックス 

五色会のみなさん 

レインボー 

さくら会 
 

レインボー 

司
会
の
花
田
さ
ん 

司
会
の
清
水
さ
ん 

歌夢舞 
小野さん（左）、 

岡村さん 

町民センター 
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統合した自治会 
【平成２１年４月１日発足】 
地　区 旧部落名 新自治会名 
奈　古 
 

宇田郷 
 

大　里 
宇田浦 
尾無畑 

惣　郷 

上片、下片 
今浦、元浦 
畑、尾無 
惣郷下、惣郷上 
大刈名振 

【平成２２年４月１日発足】 
地　区 旧部落名 新自治会名 
奈　古 

福　賀 
 

宇田郷 
 

浜の三・四 

宇生賀中央 
 

宇田中央 
 
 

浜の三、浜の四 
伊豆、三和、 
上万、黒川 
田部、井部田、 
郷、つづら、平原 
 

   　
昨
年
４
月
か
ら
一
部
の
統
合
検

討
集
落
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
の
駐

在
員
制
度
に
替
わ
っ
て
自
治
会
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
４
月
か

ら
全
集
落
が
自
治
会
制
度
に
移
行

し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

で
統
合
に
つ
い
て
の
検
討
も
行

わ
れ
、
一
昨
年
ま
で
の
５６
集
落
か

ら
昨
年
は
５１
集
落
と
な
り
、
今
年

３
月
末
ま
で
に
１１
集
落
が
３
つ
の

自
治
会
に
統
合
さ
れ
、
今
年
度
か

ら
自
治
会
数
は
４３
と
な
り
ま
し
た
。 

　
地
区
別
で
は
奈
古
が
２３
、
福
賀

が
１６
、
宇
田
郷
が
４
自
治
会
で
、

特
に
宇
田
郷
地
区
に
お
い
て
は
各

集
落
の
大
同
団
結
に
よ
り
、
１２
あ

っ
た
集
落
が
４
集
落
と
な
り
、
す

べ
て
の
集

落
が
統
合

し
た
自
治

会
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
自
治
会

は
、
地
域

住
民
の
自

主
的
な
総

意
に
基
づ

き
、
自
分

た
ち
の
住

む
地
域
を
快
適
で
住
み
良
い
も
の

に
す
る
た
め
の
住
民
組
織
で
、
地

域
の
親
睦
や
相
互
扶
助
、
課
題
の

解
決
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
り

ま
す
。
　
　
 

　
今
後
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
自
治

会
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
 

み
ん
な
が
地
域
の
こ
と
を
自
分
で

考
え
、
自
分
で
行
動
し
よ
う
と
す

る
「
自
律
性
」
と
、
み
ん
な
の
た

め
に
力
を
あ
わ
せ
、
一
人
で
は
で

き
な
い
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
い
く

「
協
調
性
」
が
大
切
で
す
。
 

　
ま
ず
は
、
地
域
や
役
員
同
士
で

の
話
し
合
い
が
基
本
。
新
し
い
発

見
や
地
域
の
課
題
、
面
白
い
ア
イ

デ
ア
が
生
ま
れ
る
の
で
は
…
。
 

４月から全集落で 
自治会制度がスタート ５１集落が４３自治会に!!

統
合
自
治
会
が
新
た
に
発
足

「
浜
の
三
・
四
」、「
宇
生
賀
中
央
」、「
宇
田
中
央
」

　防災行政無線のデジタル化に伴い、朝・昼・晩のモーターサイレンを４月３０日
で廃止し、５月１日からはデジタル防災行政無線屋外スピーカーを使用したチャ
イム放送に切り替えます。 
　また、従来のモーターサイレンは、火災発生時（家火 
事、山火事）のみ使用します。 
　チャイムは、校内放送でよく使用されるウエストミン 
スターの鐘を、朝・昼・晩の３回、午後６時には「ふる 
さと」を１分間鳴らします。 

●チャイムの放送時間 
　午前６時   ウエストミンスターの鐘（３６秒） 
　正午０時   ウエストミンスターの鐘（３６秒） 
　午後５時   ウエストミンスターの鐘（３６秒） 
　午後６時   ふるさと（１分間） 
※春休み・夏休み・冬休みは、午前１０時にチャイムを鳴らします。 

●お問い合せ先　阿武町役場総務課　☎２－３１１１ 

５月１日から
町内全地区で 朝・昼・晩のサイレンを廃止します。

デジタル♪チャイム♪を放送

デジタル屋外スピーカー 



な
 ご
 

う
 た
 ご
 う
 

ふ
 く
 が
 

平
成
２２
年
度
　
学
級
生
・
友
達
募
集
し
ま
す
 

公
民
館
と
活
動
グ
ル
ー
プ
か
ら
学
級
生
・
友
達
を
募
集
し

ま
す
。 

○
さ
つ
き
婦
人
学
級 

○
奈
古
若
葉
学
級 

○
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン 

　 

（
一
般
男
性
の
方
） 

○
奈
古
寿
齢
大
学 

　
（
６５
歳
以
上
の
方
） 

○
奈
古
盆
踊
り
保
存
会 

○
あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ラ
ス 

○
阿
胡
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
バ
ン
ド 

○
パ
ソ
コ
ン
　
○
カ
ラ
オ
ケ
　
○
書
道
　
○
俳
句 

○
俳
画
　
○
詩
吟
　
○
手
芸
　
○
囲
碁
　
○
調
理
実
習 

○
日
舞
　
○
太
極
拳
　
○
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

○
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
　
○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
な
ど
の
活
動
を
し
ま
す
。
随
時
、
加
入
受
付
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
中
央
公
民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
電
話
２
―
２
０
４
４
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
０
７
５ 

 

な
ご
り
雪
の
桜
咲
く 

　
３
月
１０
日
、
山
口
県
は
冬

型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
っ
た

影
響
で
大
荒
れ
の
天
気
と
な

り
、
奈
古
の
里
は
一
面
の
銀

世
界
に
な
り
ま
し
た
。 

　
町
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
中

庭
は
、
ま
た
た
く
ま
に
雪
が

降
り
つ
も
り
新
芽
を
含
ん
だ

木
の
枝
は
樹
氷
の
よ
う
な
真

っ
白
い
雪
桜
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。 

福
賀
婦
人
会
総
会
を
開
催 

　
福
賀
婦
人
会
総
会
が
３
月
１３

日（
土
）の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
新
た
な
役
員
体
制

と
新
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
付
帯
行
事
の
講
演
会
で
は
、

「
お
も
て
な
し
の
心
を
考
え
る
」

と
題
し
て
、
山
口
市
の
杉
山
裕

子
さ
ん
を
講
師
に
、
実
践
事
例

を
交
え
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
年
間
表
彰 

【
男
性
の
部
】 

　
優
　
勝
　
植
田
　
悟
（
上
東
郷
） 

　
準
優
勝
　
倉
増
忠
明
（
上
東
郷
） 

　
第
３
位
　
藤
田
司
朗
（
宇
生
賀
中
央
） 

【
女
性
の
部
】 

　
優
　
勝
　
田
村
洋
子
（
新
　
田
） 

　
準
優
勝
　
中
野
　
忍
（
上
東
郷
） 

　
第
３
位
　
植
田
明
子
（
上
東
郷
） 

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
年
間
表
彰 

【
男
性
の
部
】         

　
優
　
勝
　
小
野
智
彦
（
上
　
郷
） 

　
準
優
勝
　
田
中
茂
男
（
宇
生
賀
中
央
） 

　
第
３
位
　
梅
田
　
晃
（
宇
生
賀
中
央
） 

【
女
性
の
部
】 

　
優
　
勝
　
西
坂
千
代
子
（
中
村
） 

　
準
優
勝
　
鈴
木
ひ
ろ
こ
（
萩
市
） 

　
第
３
位
　
植
田
明
子
（
上
東
郷
） 

【
団
体
の
部
】 

　
第
１
位
　
福
賀
Ｂ
Ｇ
Ｂ
チ
ー
ム 
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宇
田
郷
寿
齢
大
学
で
移
動
教
室
開
催
 

　
３
月
２２
〜
２３
日
宇
田
郷
寿
齢
大
学
で
移
動
教
室
が
開
催

さ
れ
、
福
岡
・
佐
賀
方
面
に
出
か
け
ま
し
た
。 

　
一
日
目
は
天
気
に
恵
ま
れ
、

柳
川
の
川
下
り
で
は
、
さ
く
ら

が
咲
き
始
め
る
中
、
北
原
白
秋

の
詩
碑
や
水
面
に
映
る
柳
並
木

な
ど
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
時
間

に
心
漂
わ
せ
ま
し
た
。 

　
２
日
目
は
雨
の
中
、伊
万
里

窯
元
、慧
洲
園
、
太
宰
府
天
満

宮
に
行
き
ま
し
た
。
特
に
慧
洲
園
で
は
、
中
国
五
代
十
国

時
代
の
青
銅
器
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
青
空
に
似
た
透
き

通
っ
た
青
色
に
は
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

庭
園
の
美
し
さ
も
見
事
で
、
良
い
研
修
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。 

宇
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
解
団
 

　
３５
年
の
歴
史
に
幕
 

　
宇
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和

５０
年
に
発
足
し
、
３５
年
間
続
い
て
参

り
ま
し
た
が
、
平
成
２２
年
３
月
２８
日

を
も
っ
て
解
団
と
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
幾
度
と
な
く
指
導
者
不

足
、
団
員
不
足
で
解
団
の
危
機
が
あ

り
ま
し
た
が
関
係
者
の
協
力
に
よ
り

今
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
感
謝
に
絶
え
ま
せ
ん
。 

　
最
後
の
試
合
と
な
っ
た
、
さ
く
ら
剣
道
大
会
（
地
福
さ

く
ら
小
学
校
で
開
催
）
に
参
加
し
た
後
、
ふ
れ
あ
い
体
育

館
に
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ド
ッ
チ
ビ
ー
等
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
中
学
校
ク
ラ
ブ
や
奈
古
小
学
校
ス
ポ
少
に
入

り
頑
張
る
と
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。 
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シリーズ　奈古高はいま 
          　

卒
業
式
に
先
立
ち
前
日
の
２
月

２８
日
、
賞
状
・
賞
品
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
３
年
間
の
高
校
生

活
で
顕
著
な
活
動
や
学
習
成
績
を

挙
げ
た
者
に
、
産
業
教
育
振
興
中

央
会
長
賞
や
全
国
農
業
高
等
学
校

長
協
会
賞
、
皆
勤
賞
な
ど
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
引

き
続
き
孝
紫
会
（
同
窓
会
）
入
会

式
が
行
わ
れ
４４
人
の
生
徒
が
同
窓

会
員
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
３
月
１
日
、
中
村
阿
武
町
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
御
来
賓
の
御
臨

席
の
も
と
、
卒
業
証
書
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
校
長
は

式
辞
で
「
卒
業

式
は
終
わ
り
の

式
で
は
な
く
、

前
途
洋
々
た
る

こ
れ
か
ら
の
人

生
へ
の
出
発
式

で
あ
る
」
と
激

励
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
か
の

西
郷
隆
盛
が
好
ん
だ
と
い
う
「
敬

天
愛
人
」（
天
を
敬
い
人
を
愛
す

る
）
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
ら
れ
、

「
人
の
力
だ
け
で
は
何
事
も
成
せ

な
い
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
が
く
み

取
れ
る
言
葉
で
あ
る
と
同
時
に
、

相
手
に
尽
く
そ
う
と
い
う
人
間
と

し
て
最
も
美
し
い
心（
慈
愛
）を
言

い
表
し
た
言
葉
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
は
な
む
け
の
こ
と
ば
を
送
ら
れ

ま
し
た
。
在
校
生
を
代
表
し
て
生

徒
会
長
普
通
科
２
年
森
田
君
が
送

辞
を
述
べ
ま
し
た
。「
先
輩
方
の

３
年
間
の
数
々
の
功
績
に
は
驚
く

も
の
ば
か
り
で
、
先
輩
方
の
築
か

れ
た
伝
統
を
継
承
す
る
た
め
努
力

を
し
て
い
き
た
い
」
と
卒
業
生
の

功
績
を
讃
え
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
生
物
資
源
科
学
科
３
年
大
石

さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
大

石
さ
ん
は
、
食
品
コ
ー
ス
の
学
習

を
通
し
て
、「
安
全
で
お
い
し
い

食
べ
物
を
作
り
、
人
の
健
康
や
幸

せ
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
り
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
後
輩
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ

て
、
こ
の
奈
古
高
校
に
新
た
な
輝

き
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と

後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
、
生
物
資
源
科
学
科
１８

人
、
生
活
総
合
科
学
科
２６
人
の
４４

人
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
３

年
間
阿
武
町
の
皆
様
に
は
卒
業
生

の
育
成
に
御
協
力
・
御
支
援
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
新
年
度
に
は
新
た
に
60

人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
す
。
引
き

続
き
奈
古
高
等
学
校
へ
の
御
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

           　
２
月
２８
日
、
須
佐
分
校
で
は
、

賞
状
・
賞
品
授
与
式
と
孝
紫
会
入

会
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
引
き
続

い
て
須
佐
分
校
閉
校
記
念
碑
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
閉
校
記

念
碑
は
須
佐
分
校
の
校
訓
碑
の
横

に
設
置
さ
れ
、
孝
紫
会
役
員
の
皆

様
、
生
徒
、
教

職
員
に
よ
っ
て

記
念
碑
の
除
幕

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
記
念
碑
に

は
今
年
度
末
で

定
年
退
職
を
迎

え
ら
れ
る
山
田

校
長
先
生
御
自
身
が
書
か
れ
た

「
須
佐
分
校
跡
地
」
の
文
字
が
刻

ま
れ
ま
し
た
。
 

　
３
月
１
日
、
須
佐
分
校
最
後
の

卒
業
式
並
び
に
閉
校
式
が
、
田
中

県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の

御
来
賓
や
同
窓
生
、
旧
教
職
員
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
御
臨
席
の
も
と

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代

表
し
て
普
通
科
３
年
田
辺
さ
ん
が

「
旅
立
ち
の
言
葉
」と
し
て
、
須
佐

分
校
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
の
思

い
出
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
卒
業
式
に
続
い
て
閉
校
式
が

行
わ
れ
、「
分
校
６１
年
の
歩
み
」

を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
の

後
、
須
佐
分
校
正
門
の
学
校
名
プ

レ
ー
ト
が
普
通
科
３
年
河
村
さ
ん

か
ら
山
田
校
長
に
返
納
さ
れ
、
最

後
の
卒
業
生
５
人
を
加
え
た
１
４

４
５
人
の
生
徒
が
学
ん
だ
須
佐

分
校
６１
年
間
の
長
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま

で
須
佐
分
校

に
多
大
な
る

御
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し

た
多
く
の
皆

様
に
、
衷
心

よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

～須佐分校閉校・ 
６１年の歴史に幕～ 

～44人が巣立ちの春～ 
奈古高校卒業式 

 

     

　
阿
武
町
で
は
、
町
に
在
住
の
心

身
障
害
者
の
方
や
７５
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
日
常
生
活
の
利
便
と
社

会
活
動
範
囲
の
拡
大
や
福
祉
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
タ
ク

シ
ー
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

●
対
象
者
（
阿
武
町
在
住
） 

◇
身
体
障
害
者
　
身
体
障
害
者
手

　
帳
１
〜
３
級
ま
で
の
所
持
者 

◇
知
的
障
害
者
　
療
育
手
帳
所
持
者 

◇
精
神
障
害
者
　
精
神
障
害
者
保

　
健
福
祉
手
帳
所
持
者 

◇
寝
た
き
り
老
人
の
方
な
ど 

　
・
７５
歳
以
上
の
方
　
・
寝
た
き

　
り
老
人
判
定
基
準
の
Ｂ
・
Ｃ
の

　
方
　
・
認
知
症
高
齢
者
判
定
基

　
準
４
以
上
の
方 

●
助
成
額
及
び
回
数
　
利
用
1
回

で
小
型
基
本
運
賃
を
助
成
し
ま
す
。 

◇
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

　
精
神
障
害
者
　
　
　
　
年
３６
回 

◇
人
工
透
析
者
　
　
年
１
４
４
回 

◇
寝
た
き
り
老
人
な
ど
　
年
２４
回 

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー 

◇
阿
武
町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者 

　
（
近
鉄
タ
ク
シ
ー
）
※
人
工
透

　
析
者
は
萩
市
内
も
利
用
可
能 

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
民
生
課

　
☎
２
ー
３
１
１
５ 

心
身
障
害
者
の
方
や 

７５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に 

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
賃
の 

　
　
一
部
を
助
成
し
ま
す 
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元気島通信元気島通信元気島通信

５～８月は 
「今が大事！健康てんけん」月間です！ 

～健診は、自分のからだの声を聞く年に1回のチャンスです！～ 
　日頃はいろいろなことに追われ、自分のことは後回しにしてしまいがちですが、このチャンス
にからだの声を聞き、いつもの何気ない生活を振り返ってみませんか？ 

　４月から乳幼児健診がリニューアルします！今までは、乳児と幼児を一緒にした健診を行っ
てきました。今後は、皆さんの疑問や悩みにしっかり応えられるよう、乳児と幼児の健診を分
けて行うことになりました。変更点は、下記のとおりです。相談日以外でも心配事や気になる
ことがある時は、お気軽にお電話ください。電話相談、訪問等も行います。 

☆発進！ 
　スマイル 
　＆トーク☆ 

長岡保健師 

○ 特定健診に検査項目が追加！ 
　検査料金はそのままで、血液検査に腎機能、尿酸、貧血検査が加わります！ 
　採取する血液の量は変わらず、より詳しい体の状態がわかります。 

○ 若者健診（きらめき健診）がリニューアル!! 
　その１　検査料金はそのままで、特定健診と同じ内容の検査項目が追加されます！ 
　その２　検診を受ける機会が増えます！医療機関で受ける個別検診の他、町内各地区で行う 
　　　　　集団検診でも受診できるようになります。 
 

乳幼児健診がかわります！ 

☆標　語　作：岩本富士子さん（惣　郷） 
☆キャラクター作：池田　治美さん（岡田橋） 

☆ ちょっと耳寄りな話 ☆　みなさんの声にお答えして!!
『特定健診』と『若者健診』の以下の点が変わります！ 

　左の『健診へ行こう！』標語及びキ
ャラクターは、応募作品の中から、国
民健康保険運営協議会委員のみなさん
が選ばれた最優秀作品です。 
　応募してくださった方々、ありがと
うございました。 
　小田　妙子さん（宇久） 
　岩本　房枝さん（宇田中央） 
　金　　　洋さん（尾無畑） 

※健診に関する詳細は自治会経由で各
　戸に配付されます『健診のしおり』
　をご覧ください。 

鈴と見せかけて 
阿武町の『A』 

定期的なメンテ 
ナンスの意味で 
“ぜんまい” 

ベレー帽と見せか 
けて“メジャー” 

対象者には、年間日程表を送付 
していますのでご確認ください 

対象月の前月に通知します 
 

名　　称 

すくすく相談 
 

のびのび健診 

対象年齢 
生後11か月 
まで 

１歳～６歳児 
 

受付時間 

１０：００～１０：３０ 
 

１３：００～１３：２０ 

場　所 
母子健康 
センター 
母子健康 
センター 

回　数 

月1回 
 

2カ月に1回 

備　　　　　考 

亀山さん 
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「特定商取引に関する法律及び割賦販売法の
一部を改正する法律」の解説第3弾です。 

　悪質商法により個別クレジット※で大量の購入契
約や支払い能力を超えるクレジット契約をさせられ
多重債務者に陥る、といった消費者トラブルが社会
問題となっていました。 
※個別クレジットとは、消費者が商品等を購入すると
きに、その都度、支払いのためのクレジット契約を
結び、分割後払いを行うものです。 
 
　今回の改正では、個別クレジットを行う事業者を
登録制とし、立入検査、改善命令など行政による監
督規定が導入されました。 
　さらに、個別クレジット業者には、訪問販売など

を行う加盟店（訪問販売業者）の勧誘行為について
調査することが義務づけられ、不適正な勧誘行為が
あった場合、消費者とクレジット契約を行うことが
禁止されます。 
　また、クレジット業者に支払能力調査を義務づけ、
消費者の支払い能力を超えるクレジットを組ませる
ことを禁止しています。 
　訪問販売業者などがウソの説明による勧誘をした
り、過量販売を行ったことなどを理由に契約を解除
した場合、同時に個別クレジット契約も解除し、既
払金の返還請求をすることができることになりまし
た。 

情報

問い合わせ先　役場経済課　☎2ー3114 
 

消費者あきら
め

　ない
で!! 知 得つ

ヘルスメイト通信ヘルスメイト通信
今回は１月７日（木）に行われた『児童クラブの

七草がゆ作り』について、小田千菊（宇久）、

林輝美（西の２）が紹介します。

ヘルスメイト自身が活動を紹介します！

No.10
～奈古地区編～

　子どもたちに「セリ」「ナズナ」

「ゴキョウ」「ハコベラ」「ホトケ

ノザ」「スズナ」「スズシロ」これ

ぞ七草を説明するとすぐに覚えて言

えるようになりましたが、どれがど

の野菜かということを区別するのが

なかなか難しいようでした。

　七草がゆを食べ終わるとお正月遊びのカルタ取り、羽根つき、ゲーム遊び等をして楽しい１日と

なりました。これからも児童クラブでは食育活動の１つとしてクッキングをして、食に興味を持

ち、料理をする楽しさを伝えたり、子どもたちに季節の行事を体験させ、将来の豊かな食生活の実

践に役立つように取り組んでいきたいと思います。

　児童クラブでは、子どもたちに季節の行事を体験さ

せて、心豊かに育つよう、食育活動の取り組みの１つ

として「七草がゆ」作りを行いました。「七草がゆ」

は１月７日の朝に七草の入ったおかゆを食べて、過去

の１年の厄払いをしてこれから１年の無病息災を願う

行事で、中国から伝わったものです。お正月の食事で

疲れている胃腸を休ませたり、ビタミン豊富な七草で

栄養バランスをととのえる効果もあります。

家であまり包丁を使わない子

どもがんばって包丁を使い、

上手に野菜を切りました。
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元気！阿武町！５００１プラン　ともに築く定住のまちづくり

　演芸界選りすぐりの出演者による漫才・漫談・落語がお楽しみ
いただけます。（出演／１本目：ホームラン［漫才］、ケーシー高
峰［漫談］、桂竹丸［落語］／２本目：東 京丸・京平［漫才］、松
鶴家千とせ［漫談］、柳家権太楼［落語］） 
●申込方法　往復はがきに必要事項を明記しお申し込みください。申
　し込み多数の場合は、抽選のうえ入場整理券（１枚で２名様）をお
　送りします。 
❶往信用裏面…郵便番号・住所・名前・電話番号 
❷返信用表面…郵便番号・住所・名前 
❸［あ て 先］〒７５９－３６２２　阿武郡阿武町大字奈古３０７８－１ 
　　　　　阿武町教育委員会「真打ち競演」係 
●申し込み用の往復はがきの書き方（はがきを広げた状態です） 
●締め切り　6月8日（火）必着 
＊結果の発送は６月１１日（金）頃の予定です。 
　ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡に使用させていただきま
す。なおＮＨＫでは、受信料のお願いに使用させていただくことがあります。 
●問い合わせ 
　阿武町教育委員会　☎０８３８８-２-０５０１（平日８：３０～１７：１５） 
　阿武町役場　　　　http://www.town.abu.lg.jp/ 
　ＮＨＫ山口放送局　　☎０８３-９２１-３７３３（平日９：００～１８：００） 
　ＮＨＫ山口放送局　　http://www.nhk.or.jp/yamaguchi/

ＴＡＯの太鼓
ワークショップ
参加者を募集！

TAO

◆と　き　5月27日㈭ 18：00～20：30
　　　　　（コンサートの前日）

◆ところ　阿武町町民センター

◆対　　象　町内に在住または通勤通学を

　　　　　　する小学校児童以上の方

◆参加申込　５月７日㈮までに教育委員会

　　　　　　（☎2－0501）へ申し込んでく

　　　　　　ださい。

◆募集定員　30人程度（定員になり次第締

　　　　　　め切ります。）

町制55周年記念事業

NHK山口放送局・阿武町町制55周年記念

「真打ち競演」公開録音 
観覧希望者募集 

「真打ち競演」公開録音 
観覧希望者募集 
阿武町町民センター

5/28

阿武町町民
センター
文化ホール

コンサート

18：30開場
19：00開演

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
 

　
　
奈
古
三
〇
七
八
ー
一
 

阿
武
町
教
育
委
員
会
 

「
真
打
ち
競
演
」
係
 

  

【往信の宛名面】 【返信の裏面】 

こ
の
面
は
何
も
 

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

７５９-３６２２ 50

往信 

 

申
し
込
ま
れ
る
方
の
 

住
所
・
氏
名
を
 

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

【返信の宛名面】 【往信の裏面】 

50

返信 

郵便番号 
 
住所 
 
名前 
 
電話番号 
 

開場18：00～
開演18：30～6/25㈮ 入場

無料



女
と
男
の
一
行
詩 

二
ツ
の
夢
を
固
く
結
ん
だ
赤
い
糸
　
賞
味
期
限
は
無
制
限 

ひ
と 

ひ
と 

23

　学生納付特例制度は所得の無い学生の方が、将来、年金を受け取ることができなくなることや、不慮
の事故等により障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金を受けることができなくなること等を防止
するため、ご本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。 
ＰＯＩＮＴ１　ご本人の所得のみで審査 
　一般の保険料免除（全額免除・一部納付）の場合は、世帯主の所得も含めて保険料免除の対象とな
るか判定しますが、学生納付特例はご本人の所得のみで判定します。そのため、世帯主の所得が高く
保険料免除の対象とならない学生の方でも、所得がない場合は学生納付特例の対象となります。（一
部対象外となる学校等があります。詳しくはお近くの年金事務所へお問い合わせください。） 
※学生の方は、学生納付特例制度のみご利用いただけます。 

ＰＯＩＮＴ２　障害・遺族基礎年金を受けることができます。 
　納付特例期間中にケガや病気で障害や死亡といった不慮の事態が発生した場合、障害の状態に応じ
て障害基礎年金が、遺族（「子のある妻」と「子」）の方は遺族基礎年金を受けることができます。 

■申請の方法は？　下記の書類を準備し、住民登録をしている役場で申請手続きをしてください。 
【準備する書類】（●必ず必要なもの、○場合によって必要なもの） 
●国民年金手帳　　●学生等であることを証明する書類 
○前年所得の状況を明らかにすることができる書類 
○退職（失業）した方が申請を行うときは、退職（失業）したことを確認できる書類 
※雇用保険受給者証、雇用保険被保険者離職票等の写しを添付してください。 

■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８ 
　阿武町役場住民課　☎０８３８８－２－０５００　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

　町議会の推薦を受けた小野喜男さん（寺東）と藤
村芳秀さん（尾無畑）が、４月１日付けで人権擁護
委員に新任され（任期平成２５年３月３１日まで）、法
務大臣から委嘱されました。なお、阿武町の人権
擁護委員は、長嶺さんを含め次の３人の方です。 
○小野喜男さん（寺　東）　☎２―２５５７ 
○長嶺世史さん（下笹尾）　☎５―０４５８ 
○藤村芳秀さん（尾無畑）　☎４―０７０６  
◆人権擁護員の活動 
　人権擁護委員は、すべての人権問題について、
必要な助言や関係官公署を紹介するなど、正しい
権利を持っている人が泣き寝入りしなくていいよ

う解決の手助けをします。 
◎夫婦、親子、離婚、相続、 
　扶養などの家庭内のもめ 
　ごと 
◎結婚、就職などに関する不当な差別 
◎いじめ、体罰など子どもの人権に関わる相談 
◎生活騒音、悪臭、振動など近隣間での困りごと
◎借地、借家、金銭貸借をめぐる不当な要求 
◎インターネットなどによるプライバシーの侵害
　や名誉き損 
　相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽に
ご相談ください。 

年金のたより 「学生納付特例制度」をご存知ですか？ 

人権擁護委員に奈古の小野喜男さんと 
宇田郷の藤村芳秀さんが新任 

種類 交    　  付      　額 内            　　　　　　容 
Ｕターン 
奨励金 
 
転入 
奨励金 
 
就業 
支度金 
結婚 
祝金 
 

出産 
祝金 

世帯（２人以上） 200,000円 
単　身　者 50,000円 
世帯（２人以上） 100,000円 
単　身　者 50,000円 
世帯（２人以上） 300,000円 
単　身　者 100,000円 

 50,000円
 

 
 

50,000円  
第　１　子 30,000円 
第　２　子 50,000円 
第　３　子 100,000円 
第　４　子 200,000円 
第５子以上 300,000円 

阿武町に定住の意志のある方がＵターンされた場 
合。ただし、山口県内からのＵターンは除きます。 

阿武町に定住の意志がある方が転入された場合。  
阿武町に定住の意志のある45歳以下の方が第１次 
産業就業のため転入された場合。 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が新卒 
就業された場合。（町外勤務も可） 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が結婚 
された場合。 
 

阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が子供 
を出産された場合。 

阿
武
町
に
定
住
し
た
い 

「
あ
な
た
」
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！ 

　
阿
武
町
で
は
、
定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
左
記
の
と
お
り
各
奨
励
金
の
交
付
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

※
な
お
、
こ
の
制
度
は
年
の
途
中
で
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課

（
☎
２
ー
３
１
１
１
）
ま
た
は
住
民
課
、
各
支

所
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

右：小野喜男さん 
左：藤村芳秀さん 
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休日当番医

お し ら せ 

４月２５日（日） 

４月２９日（木） 

５月２日（日） 

５月３日（月） 

５月４日（火） 

５月５日（水） 

５月９日（日） 

５月１６日（日） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

ゆ
ず
り
合
い
よ
り
　
い
た
わ
り
合
い
の
心
で
決
ま
る
家
事
分
担 

ひ
と 

ひ
と お

知
ら
せ

募
　
　
集

大
雨
な
ど
の
 

気
象
警
報
を
市
町
村
 

ご
と
に
発
表
し
ま
す
!!
 

コ
イ
の
ぼ
り
た
て
 

　
　
　
ス
タ
ッ
フ
募
集
 

山
口
県
土
木
防
災
情
報
 

シ
ス
テ
ム
の
自
動
メ
ー
ル
 

配
信
サ
ー
ビ
ス
開
始
 

まちの笑顔(^o^)
み
ど
り
保
育
園
本
園
で
入
園
式
 

                 

こ
れ
は
、
５
月
の
福
賀
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
、
大
井
川
沿
い
の
コ
イ

の
ぼ
り
で
、
今
年
も
１
２
０
匹
を
た

て
る
予
定
で
す
。
新
緑
薫
る
、
福
と

賀
の
里
で
、
コ
イ
の
ぼ
り
た
て
に
心

地
良
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
！ 

▼
日
時
　
４
月
３０
日（
金
）午
後
２
時 

▼
集
合
場
所
　
福
賀
宮
の
馬
場
付
近 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
賀
公
民
館 

　
☎
５
―
０
２
１
１ 

  

      

　
山
口
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

を
通
じ
て
、
県
内
の
雨
量
、
河
川
水

位
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
気
象
情

報
等
の
防
災
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
県
民
の
皆
様
に
配
信
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
平
成
２２
年
４
月
か
ら
防
災

情
報
を
メ
ー
ル
で
自
動
配
信
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
必
要
な

情
報
を
取
得
し
て
、
洪
水
時
等
の
円

滑
で
迅
速
な
避
難
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
登
録
は
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
登
録

画
面
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。 

◇
パ
ソ
コ
ン
版
　http://y-bousai. 

　pref.yam
aguchi.lg.jp/ 

◇
携
帯
電
話
版
　http://y-bousai. 

　pref.yam
aguchi.lg.jp/k/ 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
山
口
県
河
川
課 

　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
７
７
０ 

      

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
２２
年
５
月
頃

か
ら
気
象
警
報
・
注
意
報
を
市
町
村

を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。 
 

例
え
ば
、
防
府
市
に
災
害
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、

防
府
市
を
含
む「
山
口
県
」、「
中
部
」、

あ
る
い
は
「
山
口
・
防
府
」
に
対
し

て
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
２２
年
５
月
下
旬
頃
か

ら
は
、「
防
府
市
」
を
明
示
し
て
発

表
し
ま
す
。 

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
が
放
送
さ

れ
る
と
き
は
、
画
面
に
表
示
で
き
る

文
字
数
や
読
み
上
げ
可
能
な
文
章

の
範
囲
内
で
伝
え
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
地
域
名
で

放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市

町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意
報
の

詳
細
な
内
容
は
、 

気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://www.jm

a.go.jp/

）

や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト
（http:// 

www.m
lit.go.jp/saigai/bosaijoh

o/i-index.htm
l

）
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
下
関
気
象
台
　
防
災
業
務
課 

　
☎
０
８
３
―
２
３
４
―
４
０
０
７   

     

　「
福
と
賀
の
里
創
生
企
画
」と「
福

賀
公
民
館
」
で
は
、
コ
イ
の
ぼ
り
設

置
ス
タ
ッ
フ
と
、
不
要
に
な
っ
た
コ

イ
の
ぼ
り
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。 



まちづくり懇談会　19:00【のうそんセンター】 
狂犬病予防注射　9:00【福賀・奈古】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
阿武町地域活動支援センター開所式　10:00【地域活動支援センター】 
まちづくり懇談会　19:00【町民センター】 
狂犬病予防注射　9:00【宇田郷・奈古】 
奈古子ども会育成連絡協議会　19:30【町民センター】 
福賀地区公民館事業連絡会議　19:30【のうそんセンター】 
保育参観・保護者会総会・母親クラブ総会　9:00【みどり保育園】 
北浦あぶ「粋な漁師の新鮮活魚市」15:00【奈古漁港】 
阿武町軟式野球大会　8:00【町民グラウンド】 
春の奈古やかグラウンドゴルフ大会　8:30【阿武中グラウンドほか】 
阿武町農業委員会委員  当選証書付与式　9:00【役場委員会室】 
奈古寿齢大学運営委員会・寿齢クラブ役員会　9:00【町民センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
ワハハハ介護予防交流会　9:30【社会福祉協議会】 
阿武町生涯スポーツ推進会議　14:00【町民センター】 
鯉のぼり修理　19:30【のうそんセンター】 
鯉のぼりたて　14:00【大井川土手】 
集団検診（宇田郷）8:00【ふれあいセンター】 
鯉のぼり撤収　14:00【大井川土手】 
集団検診（宇田郷）8:00【ふれあいセンター】 
のびのび健診（幼児健診）（奈古・宇田） 13:30【母子健康センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】 
すくすく相談（乳児相談）10:00【母子健康センター】 
奈古寿齢大学開講式・５月講座・奈古寿齢クラブ総会　9:00【町民センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
乳幼児健診（福賀）13:30【福賀診療所】 
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阿武町の人口と世帯数 （３月末） 

※世帯については、町内老人福祉施設入居者を各世帯として 
　カウントしています。　　　　　（　）内数字は対前月比 

地区別 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,492（－ 4） 

　738（－ 9） 

　704（－ 3） 

3,934（－16） 

 

世帯数 

1,068（ 98 ） 

　322（－ 4） 

　322（ 0 ） 

1,712（ 94 ） 

 

移動内訳 

転入　21 

転出　27 

出生　 0 

死亡　10

３月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

134 
（146） 
5 
（3） 

21 
（20） 
1 
（1） 

0 
（0） 
0 
（0） 

1 
（1） 

20 
（17） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

家
事
仕
事
「
チ
ェ
ン
ジ
」
じ
ゃ
な
い
よ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
よ 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］
ひきわり納豆２パック、ナス４本、ピザ
用とろけるチーズ60g、万能ねぎ４本（小
口切りにする）、バター大さじ１、塩こし
ょう少々、小麦粉適量、卵1／2個、パン
粉適量、サラダ油適量、レモン1／2個

［作り方］
①ナスは半分に切って、まわりを５㎜残
して、中をくりぬく。中身は５㎜角に
切り、バターで炒め、塩こしょうで味
を整える。
②納豆についているタレを混ぜたひきわ
り納豆に、炒めて荒熱をとったナスと
万能ねぎを加える。
③ナスの容器の内側に小麦粉をふり、②
をつめ、チーズをのせる。
④ナスの容器の具をつめた部分に、小麦
粉、卵、パン粉をつける。
⑤中火で温めておいたフライパンにサラ
ダ油をひいて、④の衣を下にして入れ
る。きつね色になったら、ひっくり返
して焼く。
⑥レモン汁、またはお好みのソース・タ
レで頂く。

ナスの納豆チーズ
つめつめ焼き

わ
たし
の食改料理若

い
方に
もおす
すめ簡単夕食メニュ

ー

下東郷

石丸映子さん

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
４／２１～５／２０ 

4
月
 

21 
 

22
 
 
 
 
23 
 

24
 
 

25 
 
26 
 
 
28 
 
 
30 

7
 
 
8 
10 
12 
13 
14 
17 
18 
19 
20 
 

水 
 

木
 
 
 
 
金 
 

土 
 
日 
 
月 
 
 
水 
 
 
金 

金
 
 
土 
月 
水 
木 
金 
月 
火 
水 
木 

5
月
 

●問い合わせ先 
　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報  ４月１３日現在 
求人数 年齢 賃　金（円） 業　　種 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

会　社　名 

2人 
 

59歳 
以下 

124,200円 
～138,000円 

縫製 
オペレーター 

ブルーウェイアパレル 
福賀工場 

4月分 

　
平
成
１７
年
度
か
ら
導
入
し
て
い

る
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民

税
」
の
２
期
目
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
度
か
ら
５
年
間
で
荒

廃
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
再
生
や

繁
茂
し
た
竹
林
の
整
備
が
引
き
続

き
行
わ
れ
ま
す
。 

　
新
た
に
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
支
援
を
行
う
事
業
な
ど
が
追

加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
県
萩
農
林
事
務
所 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
３
３
６
６ 

やまぐち森林づくり県民税 
（第２期）スタート 

 



山口県漁協宇田郷支店

三好保弘さん

俳
　
句

踊
り
喰
い
喉
く
す
ぐ
っ
て
下
り
て
い
く 

春
光
や
萩
八
景
の
船
め
ぐ
り 

保
育
器
の
小
さ
な
命
水
温
む 

こ
れ
は
ど
う
三
月
十
日
の
こ
の
雪
は 

唄
声
の
な
が
れ
る
細
道
雛
の
家 

春
一
番
ぬ
り
絵
の
色
の
定
ま
ら
ず 

村
中
を
唸
ら
せ
て
い
る
春
疾
風 

映
画
観
し
涙
の
跡
や
山
茱
萸
の
花 

若
布
干
す
向
こ
う
は
紺
碧
日
本
海 

花
粉
症
マ
ス
ク
同
志
が
目
で
合
図 

父
の
忌
や
兄
弟
古
り
て
月
朧 

忍
耐
の
明
治
の
妣
や
蕗
の
薹 

干
若
布
ひ
ら
ひ
ら
町
の
風
物
詩 

満
ち
潮
に
水
せ
り
上
げ
て
若
布
立
つ 

紫
雲
英
田
の
空
ま
で
染
め
る
西
日
か
な 

記
念
樹
の
杭
打
ち
終
え
て
風
光
る 

沈
黙
と
言
う
平
和
あ
り
桜
咲
く 

紅
梅
や
土
塀
く
ず
れ
し
ま
ま
に
住
む 

三
つ
編
み
に
結
ぶ
黒
髪
桃
の
花 

埋
も
木
に
芽
吹
け
芽
吹
け
と
風
が
吹
く 

さ
く
ら
咲
く
明
る
さ
に
あ
り
無
人
駅 

主
無
く
も
季
節
忘
れ
ぬ
紫
木
蓮 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
宇
田
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
大
　
里
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
宇
田
浦
） 

◆問い合わせ先　あぶフォト　倶楽部事務局
　役場総務課　企画広報係　☎２―3111

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

３月の優秀作品

ごっそーごっそー

旬旬のの  真鯛（マダイ）

　桜の咲く季節？と言えばやはり真鯛ですね。今

の時期、一本釣りや定置網で水揚げされる物は色

鮮やかな所から桜鯛と称されます。

　冬から春の真鯛は大小言わず脂の乗りが良く最

近では値段も手頃で庶民的な魚になりつつありま

す。

　小振りなものは金串にさして塩焼き、刺身は、

平づくりもいいけど脂の乗った今は、松皮づくり

が最高です。（熱湯をかけた後すぐに冷水に入れ

てね）

　魚の王様真鯛を使って豪快な魚料理を楽しんで

ください。道の駅阿武町でぜひお求めください。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎08388－2－2828

テーマ「３月」　タイトル「春の兆し」　蔵澄秀昭
（防府市）●コメント：まだ早いかと思いつつ土
筆を探しに行った。お気に入りの赤い自転車が置
いてあるいつもの場所で、土筆の行列発見！

テーマ「自由」　タイトル「兄妹の語らい」
伊勢屋　宏（東方）●コメント：菜の花畑で遊ん
でいる子どもたちの様子が「ホットするね阿武町」
のキャッチフレーズにマッチし、おもわずシャッ
ターをきりました。

さ
ん
し
ゅ

 

つ
き
お
ぼ
ろ 

ふ
き
　
　
　
　
と
う 

は
は 

ほ
し
　
わ
か
　
め 

げ
　
ん
　
げ
　
た 

あ
る
じ
な 

し
　
も
く
　
れ
ん 


	表紙
	第2回議会定例会
	第2回議会定例会
	第2回議会定例会
	第2回議会定例会
	第2回議会定例会・町職員の異動
	議会だより34
	議会だより34
	議会だより34・道の駅支配人
	あかちゃんじまん・子ども手当て
	戸別所得補償制度モデルスタート
	まちの話題
	まちの話題
	新しい先生14人に聞きました
	奈古高校の新先生・教育委員会人事
	あぶ芸能祭
	サイレンの廃止・自治制度
	公民館だより
	奈古高はいま
	元気島通信
	ヘルスメイト通信10
	TAO・NHK公開録音
	年金たより・おしらせ
	休日当番医・おしらせ
	明日のページ・食改料理・求人
	あぶフォト倶楽部・旬・俳句

